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学 習 計 画 に つ い て 

1．授業科目の配分について 

卒業及び学位取得に必要な単位は，下の表のとおりです。共通教育科目と専門教育科目の中から必

要な単位を修得しなければなりません。共通教育の単位の修得については，「共通教育科目履修案内」

に詳しく説明されています。両科目とも 1 年次から配置されていますが，共通教育科目は 1 年次を中

心とした低学年で，専門教育科目は主に 2 年次以降の高学年で修得するよう配置されています。 

 

学 年 授業科目の配置 

4 年 
 専門教育科目 
   学域 GS 科目 

   学域 GS 言語科目 
   専門基礎科目(人文学基盤科目） 
共通教育科目   専門科目 

  導入科目   (教職科目) 
  GS 科目（6 群） 
  GS 言語科目 

  自由履修科目 
  初習言語科目 

3 年 

2 年 

1 年 

 

2．専門教育科目と共通教育科目の関連について 

人文学類の単位修得要件は，下の別表第 1 にあるとおりです。 

 別表第 1 単位修得要件 

区       分 修得すべき単位数及び条件 

共 

通 

教 
育 

科 

目 

導 入 科 目 

36 単位 
以上 

大学・社会生活論    1単位 

28 単位 
以上 

データサイエンス基礎  1単位 

国際・地域概論     1単位 

G S 科 目 ( 6 群 ） 

1 群から 5 群の各群から 2 単位を含む 12 単位 
6 群から 3 単位 
※単一の群で 3 単位を超える修得単位は，自由
履修科目に算入する。 

計 15 単位 

G S 言 語 科 目 Practical English 4 単位，EAP コース 4 単位 

自 由 履 修 科 目 ※ 1 2 単位以上 

基 礎 科 目  

初 習 言 語 科 目 1 言語 8 単位以上 

専 

門 

教 

育 

科 

目 

学 域 G S 科 目 ※ 2 

88 単位 
以上 

アカデミックスキル１単位 
プレゼン・ディベート論１単位 

学域俯瞰科目 
6 単位以上 

データサイエンス応用系科目 2 単位以上 

学域 G S 言語科目 2 科目 2 単位 

専 門 基 礎 科 目 
（人文学基盤科目） 

「人文学序説 A・B・C・D」4 単位を含む 14 単位以上を必ず履修
すること。 

専 門 科 目 

「卒業論文演習 A」1 単位，「卒業論文演習 B」1 単位，「卒業論
文演習 C」1 単位，「卒業論文演習 D」1 単位，「卒業論文」6単位
を必ず履修すること。また，これら 10 単位に加えて，各プログ
ラムで指定する専門科目 54 単位以上の履修が必要。※3 

卒業に必要な単位数 124 単位以上 

※1 共通教育科目における自由履修科目は，GS 科目，基礎科目および初習言語科目の最低修得要件を超えて

修得した単位，並びにその他の共通教育科目（導入科目及び GS 言語科目を除く）の単位を指します。 

※2学域 GS 科目の「学域俯瞰科目」，「データサイエンス応用系科目」として開講する GS科目発展系科目群の

修得単位を含みます。 

※3 教職免許を取得するために必要な「教育の基礎的理解に関する科目等」や「各教科の指導法」の単位は，

一部を除き，卒業要件に含まれませんので，十分に注意してください。
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2 年次以降はプログラムを選択することになり，必要な単位の内容もプログラムごとに異なります。

希望するプログラムの専門科目のことも考慮に入れながら，1 年次より計画的に単位修得ができるよう

学習計画をたてる必要があります。 

 専門教育科目の中の「学域 GS 科目」は，後掲の「プログラム別履修科目一覧と教育方針・履修上の

注意」の表に「学域 GS 科目」と表示されている科目群から 8 単位を修得する必要があります。また，

「学域 GS 言語科目」も 2 単位を修得しなければなりません。 

 

3．学域 GS 科目について 

 学域 GS 科目は，共通教育科目の GS 科目と同じように金沢大学〈グローバル〉スタンダード（KUGS）

に対応して開講する専門教育科目で，初学者科目（「アカデミックスキル」，「プレゼン・ディベート論」），

学域俯瞰科目，データサイエンス応用系科目から構成されています。初学者科目は１年次前期（Q1・

Q2）に，学域俯瞰科目とデータサイエンス応用系科目は，主に 1 年次後期（Q3・Q4）から 2 年次にかけ

て複数開講されます。初学者科目 2 単位，学域俯瞰科目とデータサイエンス応用系科目から 6 単位（た

だし，データサイエンス応用系科目は 2 単位以上）の計 8 単位以上を修得する必要があります。 

 なお，本学類では 8 単位を超えて修得した学域 GS 科目単位は「選択科目」に算入されます。 

 また，学域 GS 科目は，システム抽選対象科目となります。履修登録期間内の登録者数が各科目の適

正人数（受講上限数）を超えた場合，履修登録期間終了後に，共通教育科目と同じくシステムにより抽

選が行われます。履修登録補正期間になると抽選結果をインターネットで確認できますので，履修が

許可されなかった場合や履修登録を間違えた場合は，補正を行ってください。なお，操作方法等は共通

教育科目のシステム抽選対象科目と同じです。 

 

4．学域 GS 言語科目について 

 学域 GS 言語科目は，人間社会学域専門教育科目の基礎的な内容を英語で話し，書き，発表すること

ができるようになること，ひいては様々な実践的英語力を身につけ海外留学希望者の専門的な英語力

の底上げを図ることを目的とした専門教育科目です。主に 2 年次に開講します。「学域 GS 言語科目Ⅰ

（1 単位）」，「学域 GS 言語科目Ⅱ（1 単位）」及び「学域 GS 言語科目Ⅲ」のうち，2 科目 2 単位修得す

る必要があります。 

なお，学域 GS言語科目は単位の重複履修が認められています（時間割が同じ時限の科目履修は不可）。 

本学類では 2 単位を超えて修得した学域 GS 言語科目の単位は，2 単位まで「選択科目」に算入され

ます。 

 また，授業による履修のほか，以下の①～②の方法での単位修得も可能です。詳細は掲示等で案内し

ます。 

 

①外部検定試験による単位認定 

外部検定試験で所定のスコアや成績を得た者は，申請により，学域 GS 言語科目の単位認定を受ける

ことができます。 

 

 

 

対象英語外部検定試験名 スコア等成績 認定単位 

TOEIC（Listening & Reading Test） 630 以上 

「学域 GS 言語科目Ⅰ・Ⅱ」2単位 

TOEIC（Listening & Reading IP Test） 630 以上 

TOEFL iBT 64 以上 

TOEFL-ITP 513 以上 

IELTS 5.5 以上 

  

〇単位認定についての留意事項 

・ 成績評価は「認定」となります。 

・ 認定された科目は GPA（59ページを参照）算出の対象外となります。 

・ 認定単位数は，クォーターで定められた上限単位数には含めません。 

・ 本制度による「学域 GS 言語科目」認定単位は 2 単位を限度とします。「学域 GS 言語科目Ⅰ・Ⅱ」

のうち，既にどちらか 1単位を修得している場合は，未修得の残りの 1単位分を認定します。 

 

②派遣留学や海外研修による単位修得方法 

＜派遣留学（本学との交流協定に基づく外国の大学への留学）＞ 

  留学先大学で修得した科目のシラバスの内容により，「学域 GS 言語科目」に限らず，その他の専

門教育科目や共通教育科目全般が認定の対象科目となります。申請を希望する場合は，派遣留学前

に人間社会系事務部学生課へ相談してください。 

＜派遣留学以外の海外研修＞ 

  本学域各学類提供の海外研修プログラムや国際機構ホームページ掲載の各種プログラムでの海外

研修を行った場合，当該プログラムで規定される授業科目単位（学域 GS 言語科目以外の授業科目も

あります）の修得が可能です。詳細は掲示等で案内します。 

 

5．英語学習にかかる卒業要件について 

社会のグローバル化が急速に進むなか，本学では，さまざまな場でグローバルに活躍できる高度人

材育成のため，「徹底した国際化による，グローバル社会を牽引する人材育成と金沢大学ブランドの確

立」をテーマに各種取組を進めています。中でも，英語学習において，①英語外部検定試験の複数回受

験，②英語外部検定試験の基準スコアのクリア，③英語で開講される専門科目（EMI 科目）の修得が卒

業要件に含まれています。①は全学で義務付けられており，②と③については人文学類独自の基準が

設けられて，２つの必修科目（「人文学序説Ａ」と「卒業論文演習Ａ」）の単位認定要件となっています。 

 

英語学習にかかる卒業要件 概 要 
単位認定要件の 

対象科目※ 

① 英語外部検定試験の 

複数回受験 

2 回以上英語外部検定試験を受験する 

（１回目は１年次 Q4の TOEIC-IP テスト） 
人文学序説 A 

② 英語外部検定試験の 

基準スコアのクリア 

英語外部検定試験で所定の基準スコア 

（TOEIC (L&R) 600 相当）をクリアする 
人文学序説 A 

③ 英語で開講される専門 

科目の修得 

英語で開講される専門科目（EMI 科目）を履修し，所定の

単位数（プログラム別に 2～4単位）を修得する 
卒業論文演習 A 
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業要件に含まれています。①は全学で義務付けられており，②と③については人文学類独自の基準が

設けられて，２つの必修科目（「人文学序説Ａ」と「卒業論文演習Ａ」）の単位認定要件となっています。 

 

英語学習にかかる卒業要件 概 要 
単位認定要件の 

対象科目※ 

① 英語外部検定試験の 

複数回受験 

2 回以上英語外部検定試験を受験する 

（１回目は１年次 Q4の TOEIC-IP テスト） 
人文学序説 A 

② 英語外部検定試験の 

基準スコアのクリア 

英語外部検定試験で所定の基準スコア 

（TOEIC (L&R) 600 相当）をクリアする 
人文学序説 A 

③ 英語で開講される専門 

科目の修得 

英語で開講される専門科目（EMI 科目）を履修し，所定の

単位数（プログラム別に 2～4単位）を修得する 
卒業論文演習 A 
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※該当科目を履修して合格となる成績を修めていても，各条件を満たし，所定の手続きを取るまで

単位の発行が保留されます。 

 

①英語外部検定試験の複数回受験について 

本学では英語の外部検定試験受験を義務化しており，最低 2 回の受験が必要となります。 

 

1 回目の受験… 1 年次に共通教育科目の GS 言語科目「Practical English」を履修して TOEIC テス

トに必要な英語能力向上をはかり，大学が実施する TOEIC-IP テストを Q4 に受験。 

2 回目の受験… 2 年次に専門教育科目「学域 GS 言語科目」を履修して人間社会学域に共通する基礎

的な英語力を身につけ，各自で英語の外部検定試験を受験。（対象試験についての

詳細は別に示す。） 

 

上記 2 回目の英語の外部検定試験受験は，下表のとおり，本学類では必修の人文学基盤科目である

「人文学序説 A」の単位認定要件の一部となります。（「人文学序説 A」 を履修して合格となる成績を

収めていても，2 回目の英語外部検定試験を受け，かつ所定の基準スコアをクリアするまで単位の発行

が保留されます。） このため，2 年次以降早めに 2 回目の外部検定試験を受験してください。詳細につ

いては，別に掲示等でお知らせします。 

 

取扱い 
受験時期 
（推奨） 

対象英語外部検定試験 受験免除者 

① 2 回受験すること
と ② の 基 準 ス コ ア
（TOEIC 600 相当）を
ク リ ア す る こ と が 
「人文学序説 A」の単
位認定要件の一部と
なります 

2 年次以降 
(早期） 

TOEIC（Listening & Reading Test） 
TOEIC（Listening & Reading IP Test） 
TOEFL iBT 
TOEFL-ITP 
IELTS 

・TOEIC 760以上，TOEFL iBT 
80 以上，TOEFL-ITP 550
以上，IELTS 6.0 以上の
スコアを有する者 

 
・本学が定める英語圏を国
籍とする者 

 

②英語外部検定試験の基準スコアについて 

 本学では，卒業までに英語の外部検定試験において所定の基準を満たす必要があります。人文学

類の基準スコアは以下のとおりです。対象のいずれかの試験で基準スコアをクリアしてください。詳

細については，別に掲示等でお知らせします。 

 

 

 

 

対象英語外部検定試験 基準スコア 

TOEIC（Listening & Reading Test） 600 

TOEIC（Listening & Reading IP Test） 600 

TOEFL iBT 60 

TOEFL-ITP 497 

IELTS 5.0 

 

〇単位認定についての留意事項 

・大学が 1 年次 Q4 に実施する TOEIC-IP テストで基準スコアをクリアした場合，「人文学序説 A」の認

定要件の一部を満たすことになりますが，そのスコアは Practical English クラスの単位認定に使

用するので，他の科目の単位認定には使えません。 

・英語外部検定試験の 2 回目（あるいはそれ以上）の受験によって「人文学序説 A」の認定要件に使用

するスコア等の成績は，一定のハイスコアを取得した場合，他の科目の単位認定の申請に利用する

ことができます。（詳細は人社系学生課教務・学生支援担当に確認してください。） 

・１回目に TOEIC（L＆R）760 以上のスコア（またはそれに相当する他の対象英語外部検定試験のスコ

ア）を取得した場合，2 回目の受験が免除され，①と②の要件を同時に満たしたことになります。 

・なお，1 回目の受験で基準スコアを達成した場合でも，2 回目の受験免除のスコアに達していない場

合は，2 回目の受験が必要となります。 

 

③英語で開講される専門科目（EMI 科目）の修得について 

 本学では英語による専門科目（EMI 科目）の修得が必須となっており，人文学類では各プログラムで

必要な EMI 科目の単位数を定めています。プログラムごとの修得単位数は以下のとおりです。EMI 科目

に該当する科目については，各プログラムのオリエンテーションや掲示等で確認してください。 

プログラム EMI 科目の修得単位数 

心理学プログラム 2 

現代社会・人間学プログラム 2 

考古学・文化資源学プログラム 4 

歴史学プログラム 2 

日本・中国言語文化学プログラム 2 

欧米言語文化学プログラム 4 

言語科学プログラム 2 

 

6．「人文学基盤科目」について 

 「人文学基盤科目」は，人文学類生が，人文諸学の基礎的な知識や方法論を学んで人文学的教養を幅

広く身につけるために設定された科目群です。人文学類生はすべて，配属されるプログラムに関わり

なく，この「人文学基盤科目」群のうち「人文学序説 A，B，C，D」計 4 単位を必ず履修するとともに，

残りの科目から自分の関心にしたがって計 10 単位以上（合計 14 単位以上）を履修してください。 

 なお，プログラム（および標準的履修モデル）によっては特に履修が推奨されている科目があります

ので，詳細は各プログラムの概要説明で確認してください。「人文学基盤科目」は下の表の通りです。

対象学年が「1～4 年」となっているものは 1 年次から受講可能です。 

人文学基盤科目 単位 対象学年 人文学基盤科目 単位 対象学年 

人文学序説 A（必修） 1 1〜4 年 北陸の考古学 1 2〜4 年 

人文学序説 B（必修） 1 1〜4 年 宗教芸術論 1 2〜4 年 

人文学序説 C（必修） 1 1〜4 年 イメージを読み解く 1 2〜4 年 

人文学序説 D（必修） 1 1〜4 年 グローバルヒストリー 1 2〜4 年 
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※該当科目を履修して合格となる成績を修めていても，各条件を満たし，所定の手続きを取るまで

単位の発行が保留されます。 

 

①英語外部検定試験の複数回受験について 

本学では英語の外部検定試験受験を義務化しており，最低 2 回の受験が必要となります。 

 

1 回目の受験… 1 年次に共通教育科目の GS 言語科目「Practical English」を履修して TOEIC テス

トに必要な英語能力向上をはかり，大学が実施する TOEIC-IP テストを Q4 に受験。 

2 回目の受験… 2 年次に専門教育科目「学域 GS 言語科目」を履修して人間社会学域に共通する基礎

的な英語力を身につけ，各自で英語の外部検定試験を受験。（対象試験についての

詳細は別に示す。） 

 

上記 2 回目の英語の外部検定試験受験は，下表のとおり，本学類では必修の人文学基盤科目である

「人文学序説 A」の単位認定要件の一部となります。（「人文学序説 A」 を履修して合格となる成績を

収めていても，2 回目の英語外部検定試験を受け，かつ所定の基準スコアをクリアするまで単位の発行

が保留されます。） このため，2 年次以降早めに 2 回目の外部検定試験を受験してください。詳細につ

いては，別に掲示等でお知らせします。 

 

取扱い 
受験時期 
（推奨） 

対象英語外部検定試験 受験免除者 

① 2 回受験すること
と ② の 基 準 ス コ ア
（TOEIC 600 相当）を
ク リ ア す る こ と が 
「人文学序説 A」の単
位認定要件の一部と
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2 年次以降 
(早期） 

TOEIC（Listening & Reading Test） 
TOEIC（Listening & Reading IP Test） 
TOEFL iBT 
TOEFL-ITP 
IELTS 

・TOEIC 760以上，TOEFL iBT 
80 以上，TOEFL-ITP 550
以上，IELTS 6.0 以上の
スコアを有する者 

 
・本学が定める英語圏を国
籍とする者 

 

②英語外部検定試験の基準スコアについて 

 本学では，卒業までに英語の外部検定試験において所定の基準を満たす必要があります。人文学

類の基準スコアは以下のとおりです。対象のいずれかの試験で基準スコアをクリアしてください。詳

細については，別に掲示等でお知らせします。 

 

 

 

 

対象英語外部検定試験 基準スコア 

TOEIC（Listening & Reading Test） 600 

TOEIC（Listening & Reading IP Test） 600 

TOEFL iBT 60 

TOEFL-ITP 497 

IELTS 5.0 

 

〇単位認定についての留意事項 

・大学が 1 年次 Q4 に実施する TOEIC-IP テストで基準スコアをクリアした場合，「人文学序説 A」の認

定要件の一部を満たすことになりますが，そのスコアは Practical English クラスの単位認定に使

用するので，他の科目の単位認定には使えません。 

・英語外部検定試験の 2 回目（あるいはそれ以上）の受験によって「人文学序説 A」の認定要件に使用

するスコア等の成績は，一定のハイスコアを取得した場合，他の科目の単位認定の申請に利用する

ことができます。（詳細は人社系学生課教務・学生支援担当に確認してください。） 

・１回目に TOEIC（L＆R）760 以上のスコア（またはそれに相当する他の対象英語外部検定試験のスコ

ア）を取得した場合，2 回目の受験が免除され，①と②の要件を同時に満たしたことになります。 

・なお，1 回目の受験で基準スコアを達成した場合でも，2 回目の受験免除のスコアに達していない場

合は，2 回目の受験が必要となります。 

 

③英語で開講される専門科目（EMI 科目）の修得について 

 本学では英語による専門科目（EMI 科目）の修得が必須となっており，人文学類では各プログラムで

必要な EMI 科目の単位数を定めています。プログラムごとの修得単位数は以下のとおりです。EMI 科目

に該当する科目については，各プログラムのオリエンテーションや掲示等で確認してください。 

プログラム EMI 科目の修得単位数 

心理学プログラム 2 

現代社会・人間学プログラム 2 

考古学・文化資源学プログラム 4 

歴史学プログラム 2 

日本・中国言語文化学プログラム 2 

欧米言語文化学プログラム 4 

言語科学プログラム 2 

 

6．「人文学基盤科目」について 

 「人文学基盤科目」は，人文学類生が，人文諸学の基礎的な知識や方法論を学んで人文学的教養を幅

広く身につけるために設定された科目群です。人文学類生はすべて，配属されるプログラムに関わり

なく，この「人文学基盤科目」群のうち「人文学序説 A，B，C，D」計 4 単位を必ず履修するとともに，

残りの科目から自分の関心にしたがって計 10 単位以上（合計 14 単位以上）を履修してください。 

 なお，プログラム（および標準的履修モデル）によっては特に履修が推奨されている科目があります

ので，詳細は各プログラムの概要説明で確認してください。「人文学基盤科目」は下の表の通りです。

対象学年が「1～4 年」となっているものは 1 年次から受講可能です。 

人文学基盤科目 単位 対象学年 人文学基盤科目 単位 対象学年 

人文学序説 A（必修） 1 1〜4 年 北陸の考古学 1 2〜4 年 

人文学序説 B（必修） 1 1〜4 年 宗教芸術論 1 2〜4 年 

人文学序説 C（必修） 1 1〜4 年 イメージを読み解く 1 2〜4 年 

人文学序説 D（必修） 1 1〜4 年 グローバルヒストリー 1 2〜4 年 
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欧米言語文化学プログラム 34 

英語学英米文学 

ドイツ言語文化学 

フランス言語文化学 

対照言語学 

比較文学 

言語科学プログラム 12 
言語学 

言語認知科学 

 

上の表の中で「適正上限」としてあるのは，そのプログラムが受け入れることのできる一学年の学生

数で，各プログラムの専門教育を円滑に行うために設定されたものです。志望者がこの上限を超えな

い限り，志望通りのプログラムに進むことができますが，適正上限数を超えた場合には，1 年次の 3 月

に 1 年次第 1～第 4 クォーターの GPA（59 ページを参照）により選考を行い，結果によっては第 2 志望

以下のプログラムに進むことになります。ただし，各プログラムの 3～4 年生の在籍数の合計（留年生

を含む）が各学年の適正上限数の合計を下回る場合は，当該プログラムへの志望者を受け入れること

があります（定められた適正上限数のプラス 10％を限度とし，かつ，2～4 年生の合計数が適正上限数

を超えないこと）。選考においては，修得単位数が 28 単位以上（修得単位数には評価が合否の科目及

び教職科目を含む）の者を優先して GPA 順の選考を行います。また，GPA が等しい場合には，修得単位

数の多い者を優先します。修得単位数が 28 単位未満の者については，GPT（GPA×単位数）順で選考を

行います。選択プログラムは入学年度ごとに決まりますので，諸事情により 1 年次末にプログラムを

選択しなかった場合は，入学年度が同じ学生の選択結果を確認し，適正上限に空きがあるプログラム

の中から選択することになります。 プログラムの選択方法の詳細等については毎年開催されるプログ

ラム選択説明会で説明しますので，必ず参加して確認してください。不明な点は人社系学生課教務・学

生支援担当に問い合わせてください。 

［選択プログラムの変更］ 

選択したプログラムでの学習が自分の考えていたものと違った場合や学習内容を変更したい場合に

は，他のプログラムへの変更を願い出ることができます。変更希望先のプログラムにおいて，同じ入学

年度の学生数が適正上限に満たない時には，願い出が認められます。原則として，プログラムを移って

以後 6 学期の履修が必要です。また，出願前に，少なくとも変更希望先プログラムの教員に必ず相談

をし，指導を受けてください。プログラムの変更は 2 年次以降，毎年 7 月と 12 月に出願期間が設けら

れています。 

 

8．英語による履修プログラムについて 

本学の推進する「徹底した国際化による，グローバル社会を牽引する人材育成と金沢大学ブランド

の確立」というテーマに基づき，本学類では英語履修プログラム「言語文化学」を開設しています。 

このプログラムは，選択しているプログラムでの所定の学修に加えて，言語を中心とする文化の固

有性や多様性を英語によって学際的・分野横断的に学ぶ補完的なプログラムであり，いずれのプログ

ラムを選択していても登録することが可能です。登録後，定められた科目を履修し，単位を取得するこ

とにより，卒業時に本プログラムの修了書が授与されます。 

この英語履修プログラム「言語文化学」への登録は，2 年次以降所定の手続きを経て決定します。詳

細は別に掲示等でお知らせします。  

 

現代社会・人間学入門 1 1〜4 年 歴史学と現在 1 1 1〜4 年 

ジェンダーと社会 A 1 1〜4 年 歴史学と現在 2 1 1〜4 年 

ジェンダーと社会 B 1 1〜4 年 日本語学講義 1 1 2〜4 年 

知覚・認知心理学 A 1 2〜4 年 日本の物語と語り物 1 2〜4 年 

知覚・認知心理学 B 1 2〜4 年 日本文学の近代 1 2〜4 年 

学習・言語心理学 A 1 2〜4 年 日本文学とメディア 1 2〜4 年 

学習・言語心理学 B 1 2〜4 年 中国の言語文化 A 1 2〜4 年 

感情・人格心理学 A 1 2〜4 年 中国の言語文化 B 1 2〜4 年 

感情・人格心理学 B 1 2〜4 年 言語研究入門 1 2〜4 年 

古代文明論 1 2〜4 年 文学研究入門 1 2〜4 年 

― ― ― 比較文学入門 1 2〜4 年 

― ― ― 言語認知科学入門 1 2〜4 年 

 

7．プログラムについて 

1 年次には，共通教育科目や 1 年次から受講可能な専門教育科目を履修しますが，2 年次からはプロ

グラムを選択して，各プログラムの専門科目を中心に学ぶことになります。人文学類におかれている

プログラムは以下の 7 プログラムです。 

 

プログラム別学生受入適正上限表 

学域 
学類 

(一学年定員) 
プログラム 適正上限数 標準的履修モデル 

人間社会学域 
人文学類 
（138） 

心理学プログラム 26 
心理学 

公認心理師取得 

現代社会・人間学プログラム 30 

哲学・倫理学 

社会学 

地理学 

文化人類学 

応用倫理学 

現代社会論 

考古学・文化資源学プログラム 30 

考古学 

文化資源学 

文化遺産学 

比較文化学 

美術史・建築史学 

宗教学・民俗学 

歴史学プログラム 46 

日本史 

東洋史 

西洋史 

日本・中国言語文化学プログラム 32 

日本語学日本文学 

中国語学中国文学 

日本・中国言語文化学総合 

比較文学 
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英語学英米文学 

ドイツ言語文化学 

フランス言語文化学 

対照言語学 

比較文学 

言語科学プログラム 12 
言語学 

言語認知科学 

 

上の表の中で「適正上限」としてあるのは，そのプログラムが受け入れることのできる一学年の学生

数で，各プログラムの専門教育を円滑に行うために設定されたものです。志望者がこの上限を超えな

い限り，志望通りのプログラムに進むことができますが，適正上限数を超えた場合には，1 年次の 3 月

に 1 年次第 1～第 4 クォーターの GPA（59 ページを参照）により選考を行い，結果によっては第 2 志望

以下のプログラムに進むことになります。ただし，各プログラムの 3～4 年生の在籍数の合計（留年生

を含む）が各学年の適正上限数の合計を下回る場合は，当該プログラムへの志望者を受け入れること

があります（定められた適正上限数のプラス 10％を限度とし，かつ，2～4 年生の合計数が適正上限数

を超えないこと）。選考においては，修得単位数が 28 単位以上（修得単位数には評価が合否の科目及

び教職科目を含む）の者を優先して GPA 順の選考を行います。また，GPA が等しい場合には，修得単位

数の多い者を優先します。修得単位数が 28 単位未満の者については，GPT（GPA×単位数）順で選考を

行います。選択プログラムは入学年度ごとに決まりますので，諸事情により 1 年次末にプログラムを

選択しなかった場合は，入学年度が同じ学生の選択結果を確認し，適正上限に空きがあるプログラム

の中から選択することになります。 プログラムの選択方法の詳細等については毎年開催されるプログ

ラム選択説明会で説明しますので，必ず参加して確認してください。不明な点は人社系学生課教務・学

生支援担当に問い合わせてください。 

［選択プログラムの変更］ 

選択したプログラムでの学習が自分の考えていたものと違った場合や学習内容を変更したい場合に

は，他のプログラムへの変更を願い出ることができます。変更希望先のプログラムにおいて，同じ入学

年度の学生数が適正上限に満たない時には，願い出が認められます。原則として，プログラムを移って

以後 6 学期の履修が必要です。また，出願前に，少なくとも変更希望先プログラムの教員に必ず相談

をし，指導を受けてください。プログラムの変更は 2 年次以降，毎年 7 月と 12 月に出願期間が設けら

れています。 

 

8．英語による履修プログラムについて 

本学の推進する「徹底した国際化による，グローバル社会を牽引する人材育成と金沢大学ブランド

の確立」というテーマに基づき，本学類では英語履修プログラム「言語文化学」を開設しています。 

このプログラムは，選択しているプログラムでの所定の学修に加えて，言語を中心とする文化の固

有性や多様性を英語によって学際的・分野横断的に学ぶ補完的なプログラムであり，いずれのプログ

ラムを選択していても登録することが可能です。登録後，定められた科目を履修し，単位を取得するこ

とにより，卒業時に本プログラムの修了書が授与されます。 

この英語履修プログラム「言語文化学」への登録は，2 年次以降所定の手続きを経て決定します。詳

細は別に掲示等でお知らせします。  

 

現代社会・人間学入門 1 1〜4 年 歴史学と現在 1 1 1〜4 年 

ジェンダーと社会 A 1 1〜4 年 歴史学と現在 2 1 1〜4 年 

ジェンダーと社会 B 1 1〜4 年 日本語学講義 1 1 2〜4 年 

知覚・認知心理学 A 1 2〜4 年 日本の物語と語り物 1 2〜4 年 

知覚・認知心理学 B 1 2〜4 年 日本文学の近代 1 2〜4 年 

学習・言語心理学 A 1 2〜4 年 日本文学とメディア 1 2〜4 年 

学習・言語心理学 B 1 2〜4 年 中国の言語文化 A 1 2〜4 年 

感情・人格心理学 A 1 2〜4 年 中国の言語文化 B 1 2〜4 年 

感情・人格心理学 B 1 2〜4 年 言語研究入門 1 2〜4 年 

古代文明論 1 2〜4 年 文学研究入門 1 2〜4 年 

― ― ― 比較文学入門 1 2〜4 年 

― ― ― 言語認知科学入門 1 2〜4 年 

 

7．プログラムについて 

1 年次には，共通教育科目や 1 年次から受講可能な専門教育科目を履修しますが，2 年次からはプロ

グラムを選択して，各プログラムの専門科目を中心に学ぶことになります。人文学類におかれている

プログラムは以下の 7 プログラムです。 

 

プログラム別学生受入適正上限表 

学域 
学類 

(一学年定員) 
プログラム 適正上限数 標準的履修モデル 

人間社会学域 
人文学類 
（138） 

心理学プログラム 26 
心理学 

公認心理師取得 

現代社会・人間学プログラム 30 

哲学・倫理学 

社会学 

地理学 

文化人類学 

応用倫理学 

現代社会論 

考古学・文化資源学プログラム 30 

考古学 

文化資源学 

文化遺産学 

比較文化学 

美術史・建築史学 

宗教学・民俗学 

歴史学プログラム 46 

日本史 

東洋史 

西洋史 

日本・中国言語文化学プログラム 32 

日本語学日本文学 

中国語学中国文学 

日本・中国言語文化学総合 

比較文学 
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 資格申請を考えている学生は考古学の担当教員に必ず相談してください。申請のための単位を取

得しているか，担当教員が事前に確認します。 

 

第 1 科目群（考古学の概説） 

 考古学概説 A（1 単位），考古学概説 B（1 単位） 

第 3 科目群（考古学の個別分野を特論的に扱う科目群） 

 地域考古学 A,B（各 1 単位），社会考古学 A,B（各 1 単位） 

第 4 科目群（考古学調査の技術的実習分野） 

 考古学実習 A,B（各 1 単位），考古学実習 1,2（各 1 単位） 

第 5 科目群（埋蔵文化財を扱う科目群） 

 地域考古学演習 A,B（各 1 単位）  

第 6 科目群（文化財科学を扱う科目群） 

 考古科学 A,B（各 1 単位） 

 

 

(2)～(4)の 3 つの資格は，人文学類が中心に開講している科目を取ることによって取得可能な資格

（学芸員，考古調査士（2 級））と人文学類生のみが取得可能な資格（社会調査士）です。この他に，

取得可能な資格については，全学生に配付されている学生便覧に掲載されています。 

 

 

 

 

 

プログラム別履修科目一覧と教育方針・履修上の注意 
 

（1）学類共通（学域 GS 科目，学域 GS 言語科目，人文学基盤科目，卒論関係）履修科目一覧 

（2）プログラム別履修科目一覧と教育方針・履修上の注意 

 

 

以下に掲げるのは，人文学類共通及び 7 つのプログラムの，卒業するために必要な単位数一覧表と，

教育方針・履修上の注意点です。 

2 年次以降のプログラムにおける単位修得方法の基本になるものですから，随時参照し，疑問点はア

ドバイス教員や人社系教務係に尋ねてください。 

 

  

- 14 - - 15 -



- 16 - - 17 -

学類共通（学域GS科目，学域GS言語科目，人文学基盤科目，卒論関係）

※ 1 　当該科目群の提供科目については別に定めるものとし,履修登録期間前に公示する。

※ 2 　学域GS科目として,本学域が提供する科目に加えて,国際基幹教育院が提供する「GS科目発展系科目群」の科目(GS科目の発展系として位置づけられる科目を言う。）を
履修することができる。
なお,当該科目群の提供科目については別に定めるものとし,履修登録期間前に公示する。

※ 3 　心理学プログラムの心理学モデルにおいては履修を推奨する科目（○），公認心理師取得モデルにおいては履修を強く推奨する科目（◎）になる。

※ 4 　学校教育学類以外の教員免許取得のための科目でもある「教育の制度と経営」及び「生徒の生活と進路の指導論」は履修登録単位数の上限（CAP）の対象としない。

〇選択科目には,以下の単位が含まれる。
①学域GS科目のうち, 8 単位を超えて修得した単位
②学域GS言語科目のうち, 2 単位を超えて修得した単位（上限 2単位）
③人文学基盤科目のうち,14単位を超えて修得した単位
④選択したプログラムの授業科目のうち,卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
⑤人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
⑥他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限24単位）

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
必修 選択必修

学
域
Ｇ
Ｓ
科
目

初学者
科目

アカデミックスキル 1 1 1 年

プレゼン・ディベート論 1 1 1 年

学
域
俯
瞰
科
目

ジェンダーと教育 1 1 年～ 4年

異文化理解１ 1 1 年～ 4年

異文化理解２ 1 1 年～ 4年

国際学入門E 1 1 年～ 4年

日本文化E 1 1 年～ 4年

文学概論１ 1 1 年～ 4年

文学概論２ 1 1 年～ 4年

世界遺産学 1 1 年～ 4年

ルールリテラシー 1 1 年～ 4年

人文社会科学における法 1 1 年～ 4年

イメージの比較文化学 1 1 年～ 4年

防災学入門 2 1 年～ 4年

マクロ経済学I 2 2 年～ 4年

ミクロ経済学I 2 1 年～ 4年

経営学概論 2 1 年～ 4年

経済史 2 2 年～ 4年

基礎統計学 2 1 年～ 4年

経済学史 2 2 年～ 4年

日本経済論 2 1 年～ 4年

経済事情（日本の財政金融と北
陸経済）

2 2 年～ 4年

金沢大学の歴史を学ぶ（自校教
育入門）

1 1 年～ 4年

泉鏡花と金沢アート（STEAM教
育入門）

1 1 年～ 4年

質的統合法（KJ法）基礎を学ぶ 1 1 年～ 4年

イノベーション人材論 1 1 年～ 4年

アジア研究基礎 1 2 年～ 4年

現代日本の文化と社会 1 2 年～ 4年

地域創造学１ 1 2 年～ 4年

地域創造学２ 1 2 年～ 4年

教育の制度と経営　 2 3 年～ 4年

生徒の生活と進路の指導論　 2 3 年～ 4年

教育の思想と歴史（日本） 1 学校教育学
類共同教員
養成課程生
のみ履修可

教育制度概論（就学保障と学校安全） 1

道徳教育論（指導法） 1

子どもの生活とキャリア教育 1

ベーシック法学 2 -
学域GS俯瞰発展系科目群　※ 1
ＧＳ科目発展系科目群　※ 2

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
応
用
系
科
目

データサイエンスの技術 1 1 年～ 4年

国際経済の理論とデータ 1 2 年～ 4年

国際貿易の理論とデータ 1 2 年～ 4年

データの活用に向けた線形代数学入門 2 2 年～ 4年

情報処理 1 2 年～ 4年

計量政治分析実習 2 3 年～ 4年

人文学のためのデータサイエンスA 1 1 年～ 4年

人文学のためのデータサイエンスB 1 1 年～ 4年

政治・行政の調査と分析A 1 1 年～ 4年

政治・行政の調査と分析B 1 1 年～ 4年

学校教育データサイエンス応用A 1 3 年～ 4年

学校教育データサイエンス応用B 1 3 年～ 4年

地域情報分析概論Ⅰ 1 1 年～ 4年

地域情報分析概論Ⅱ 1 1 年～ 4年

機械学習による企業の競争優位
性の創出

1 1 年～ 4年

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
必修 選択必修

統計学技能Ⅰ 2 -
統計学技能Ⅱ 3 -
学域データサイエンス系発展科目群　※ 1

GS科目発展系科目群　※ 2

学域ＧＳ科目　小計 8

学
域
Ｇ
Ｓ

言
語
科
目

学域GS言語科目Ⅰ
1 2 年

1 海外研修等

学域GS言語科目Ⅰ(日本語） 1 留学生対象

学域GS言語科目Ⅱ
1 2 年

1 海外研修等

学域GS言語科目Ⅱ(日本語） 1 留学生対象

学域GS言語科目Ⅲ(Presentation） 1 2 年

学域GS言語科目Ⅲ(Interaction） 1 2 年

学域GS言語科目Ⅲ(English for STEM） 1 2 年

学域GS言語科目Ⅲ
(Socience and Society）

1 2 年

学域GS言語科目Ⅲ
(Reading and Discussion）

1 2 年

学域ＧＳ言語科目　小計 2

人
文
学
基
盤
科
目

人文学序説A 1 1 1 〜 4 年

人文学序説B 1 1 1 〜 4 年

人文学序説C 1 1 1 〜 4 年

人文学序説D 1 1 1 〜 4 年

現代社会・人間学入門 1 1 〜 4 年

ジェンダーと社会A 1 1 〜 4 年

ジェンダーと社会B 1 1 〜 4 年

知覚・認知心理学A　※ 3 1 2 ～ 4 年

知覚・認知心理学B　※ 3 1 2 ～ 4 年

学習・言語心理学A　※ 3 1 2 ～ 4 年

学習・言語心理学B　※ 3 1 2 ～ 4 年

感情・人格心理学A　※ 3 1 2 ～ 4 年

感情・人格心理学B　※ 3 1 2 ～ 4 年

古代文明論 1 2 〜 4 年

北陸の考古学 1 2 〜 4 年

宗教芸術論 1 2 〜 4 年

イメージを読み解く 1 2 〜 4 年

グローバルヒストリー 1 2 ～ 4 年

歴史学と現在 1 1 1 〜 4 年

歴史学と現在 2 1 1 〜 4 年

日本語学講義 1 1 2 ～ 4 年

日本の物語と語り物 1 2 ～ 4 年

日本文学の近代 1 2 ～ 4 年

日本文学とメディア 1 2 ～ 4 年

中国の言語文化A 1 2 ～ 4 年

中国の言語文化B 1 2 ～ 4 年

言語研究入門 1 2 ～ 4 年

文学研究入門 1 2 ～ 4 年

比較文学入門 1 2 ～ 4 年

言語認知科学入門 1 2 ～ 4 年

人文学基盤科目　小計 14

卒
論
関
係

卒業論文演習A 1 1 4 年

卒業論文演習B 1 1 4 年

卒業論文演習C 1 1 4 年

卒業論文演習D 1 1 4 年

卒業論文 6 6 4 年

卒業関係　小計 10

⎫

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐⎬10

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐⎭

⎫

‐‐‐‐‐‐‐‐‐⎬ 2

‐‐‐‐‐‐‐

⎫

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐⎬ 6

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

‐‐‐‐⎭
‐‐‐‐⎭

⎫‐⎬ 1

‐⎭
⎫‐⎬ 1

‐⎭

⎫‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐⎬ 2

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐⎭

心理学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

必修 選択必修
備考

心理学
モデル

公認心理師
取得モデル

備考

学域ＧＳ科目　※ 1 - 8

学類共通　参照

● ●

学域ＧＳ言語科目 - 2 ● ●

人文学基盤科目 - 14 ● ●

卒論関係 - 10 ● ●

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
講
義

心理学概論Ａ 1 1

8

2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学概論Ｂ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

臨床心理学概論Ａ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

臨床心理学概論Ｂ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学統計法１Ａ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学統計法１Ｂ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学統計法２Ａ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学統計法２Ｂ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

基礎社会統計学１ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

基礎社会統計学２ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

応用倫理学 2 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

社会学概論１ 1 1 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

社会学概論２ 1 1 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

社会調査基礎１ 1 1 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

社会調査基礎２ 1 1 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

哲学概論Ａ 2 1 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

哲学概論Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

音声学１ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

音声学２ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

音声学３ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

音声学４ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

言語と認知Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

言語と認知Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

発
展
講
義

社会・集団・家族心理学Ａ 1

6

2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

社会・集団・家族心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

心理学特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

応用心理学特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

応用心理学特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

神経・生理心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ 公認心理師科目

神経・生理心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ 公認心理師科目

健康・医療心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

健康・医療心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

司法・犯罪心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

司法・犯罪心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

産業・組織心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

産業・組織心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

公認心理師の職責 2 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

心理的アセスメントＡ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

心理的アセスメントＢ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

障害者・障害児心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

障害者・障害児心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

発達心理学Ⅰ 1 2 ～ 4 年　学校教育学類開講 ◎ 公認心理師科目

発達心理学Ⅱ 1 2 ～ 4 年　学校教育学類開講 ◎ 公認心理師科目

心理学的支援法Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

心理学的支援法Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

福祉心理学Ⅰ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

福祉心理学Ⅱ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

教育・学校心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

教育・学校心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

発展社会統計学１ 1 2 ～ 4 年 ○ 社会学開講科目

発展社会統計学２ 1 2 ～ 4 年 ○ 社会学開講科目

社会言語学１ 1 2 ～ 4 年 ○ 言語学開講科目

社会言語学２ 1 2 ～ 4 年 ○ 言語学開講科目

基
礎
演
習
・
実
習

心理学実験１Ａ 1 1 2 ～ 4 年　心理学プログラムは 2 年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学実験１Ｂ 1 1 2 ～ 4 年　心理学プログラムは 2 年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学実験２Ａ 1 1 2 ～ 4 年　心理学プログラムは 2 年次必修 ● ● 心理学プログラムは 2 年次必修

心理学実験２Ｂ 1 1 2 ～ 4 年　心理学プログラムは 2 年次必修 ● ● 心理学プログラムは 2 年次必修

心理学研究法１Ａ 1 1 3 ～ 4 年　心理学プログラムは 3 年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 3 年次必修

心理学研究法１Ｂ 1 1 3 ～ 4 年　心理学プログラムは 3 年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 3 年次必修

心理学研究法２Ａ 1 1 3 ～ 4 年　心理学プログラムは 3 年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 3 年次必修
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学類共通（学域GS科目，学域GS言語科目，人文学基盤科目，卒論関係）

※ 1　当該科目群の提供科目については別に定めるものとし,履修登録期間前に公示する。

※ 2　学域GS科目として,本学域が提供する科目に加えて,国際基幹教育院が提供する「GS科目発展系科目群」の科目(GS科目の発展系として位置づけられる科目を言う。）を
履修することができる。
なお,当該科目群の提供科目については別に定めるものとし,履修登録期間前に公示する。

※ 3　心理学プログラムの心理学モデルにおいては履修を推奨する科目（○），公認心理師取得モデルにおいては履修を強く推奨する科目（◎）になる。

※ 4　学校教育学類以外の教員免許取得のための科目でもある「教育の制度と経営」及び「生徒の生活と進路の指導論」は履修登録単位数の上限（CAP）の対象としない。

〇選択科目には,以下の単位が含まれる。
①学域GS科目のうち, 8 単位を超えて修得した単位
②学域GS言語科目のうち, 2 単位を超えて修得した単位（上限 2単位）
③人文学基盤科目のうち,14単位を超えて修得した単位
④選択したプログラムの授業科目のうち,卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
⑤人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
⑥他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限24単位）

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
必修 選択必修

学
域
Ｇ
Ｓ
科
目

初学者
科目

アカデミックスキル 1 1 1 年

プレゼン・ディベート論 1 1 1 年

学
域
俯
瞰
科
目

ジェンダーと教育 1 1 年～ 4年

異文化理解１ 1 1 年～ 4年

異文化理解２ 1 1 年～ 4年

国際学入門E 1 1 年～ 4年

日本文化E 1 1 年～ 4年

文学概論１ 1 1 年～ 4年

文学概論２ 1 1 年～ 4年

世界遺産学 1 1 年～ 4年

ルールリテラシー 1 1 年～ 4年

人文社会科学における法 1 1 年～ 4年

イメージの比較文化学 1 1 年～ 4年

防災学入門 2 1 年～ 4年

マクロ経済学I 2 2 年～ 4年

ミクロ経済学I 2 1 年～ 4年

経営学概論 2 1 年～ 4年

経済史 2 2 年～ 4年

基礎統計学 2 1 年～ 4年

経済学史 2 2 年～ 4年

日本経済論 2 1 年～ 4年

経済事情（日本の財政金融と北
陸経済）

2 2 年～ 4年

金沢大学の歴史を学ぶ（自校教
育入門）

1 1 年～ 4年

泉鏡花と金沢アート（STEAM教
育入門）

1 1 年～ 4年

質的統合法（KJ法）基礎を学ぶ 1 1 年～ 4年

イノベーション人材論 1 1 年～ 4年

アジア研究基礎 1 2 年～ 4年

現代日本の文化と社会 1 2 年～ 4年

地域創造学１ 1 2 年～ 4年

地域創造学２ 1 2 年～ 4年

教育の制度と経営　 2 3 年～ 4年

生徒の生活と進路の指導論　 2 3 年～ 4年

教育の思想と歴史（日本） 1 学校教育学
類共同教員
養成課程生
のみ履修可

教育制度概論（就学保障と学校安全） 1

道徳教育論（指導法） 1

子どもの生活とキャリア教育 1

ベーシック法学 2 -
学域GS俯瞰発展系科目群　※ 1
ＧＳ科目発展系科目群　※ 2

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
応
用
系
科
目

データサイエンスの技術 1 1 年～ 4年

国際経済の理論とデータ 1 2 年～ 4年

国際貿易の理論とデータ 1 2 年～ 4年

データの活用に向けた線形代数学入門 2 2 年～ 4年

情報処理 1 2 年～ 4年

計量政治分析実習 2 3 年～ 4年

人文学のためのデータサイエンスA 1 1 年～ 4年

人文学のためのデータサイエンスB 1 1 年～ 4年

政治・行政の調査と分析A 1 1 年～ 4年

政治・行政の調査と分析B 1 1 年～ 4年

学校教育データサイエンス応用A 1 3 年～ 4年

学校教育データサイエンス応用B 1 3 年～ 4年

地域情報分析概論Ⅰ 1 1 年～ 4年

地域情報分析概論Ⅱ 1 1 年～ 4年

機械学習による企業の競争優位
性の創出

1 1 年～ 4年

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
必修 選択必修

統計学技能Ⅰ 2 -
統計学技能Ⅱ 3 -
学域データサイエンス系発展科目群　※ 1

GS科目発展系科目群　※ 2

学域ＧＳ科目　小計 8

学
域
Ｇ
Ｓ

言
語
科
目

学域GS言語科目Ⅰ
1 2 年

1 海外研修等

学域GS言語科目Ⅰ(日本語） 1 留学生対象

学域GS言語科目Ⅱ
1 2 年

1 海外研修等

学域GS言語科目Ⅱ(日本語） 1 留学生対象

学域GS言語科目Ⅲ(Presentation） 1 2 年

学域GS言語科目Ⅲ(Interaction） 1 2 年

学域GS言語科目Ⅲ(English for STEM） 1 2 年

学域GS言語科目Ⅲ
(Socience and Society）

1 2 年

学域GS言語科目Ⅲ
(Reading and Discussion）

1 2 年

学域ＧＳ言語科目　小計 2

人
文
学
基
盤
科
目

人文学序説A 1 1 1 〜 4 年

人文学序説B 1 1 1 〜 4 年

人文学序説C 1 1 1 〜 4 年

人文学序説D 1 1 1 〜 4 年

現代社会・人間学入門 1 1 〜 4 年

ジェンダーと社会A 1 1 〜 4 年

ジェンダーと社会B 1 1 〜 4 年

知覚・認知心理学A　※ 3 1 2 ～ 4 年

知覚・認知心理学B　※ 3 1 2 ～ 4 年

学習・言語心理学A　※ 3 1 2 ～ 4 年

学習・言語心理学B　※ 3 1 2 ～ 4 年

感情・人格心理学A　※ 3 1 2 ～ 4 年

感情・人格心理学B　※ 3 1 2 ～ 4 年

古代文明論 1 2 〜 4 年

北陸の考古学 1 2 〜 4 年

宗教芸術論 1 2 〜 4 年

イメージを読み解く 1 2 〜 4 年

グローバルヒストリー 1 2 ～ 4 年

歴史学と現在 1 1 1 〜 4 年

歴史学と現在 2 1 1 〜 4 年

日本語学講義 1 1 2 ～ 4 年

日本の物語と語り物 1 2 ～ 4 年

日本文学の近代 1 2 ～ 4 年

日本文学とメディア 1 2 ～ 4 年

中国の言語文化A 1 2 ～ 4 年

中国の言語文化B 1 2 ～ 4 年

言語研究入門 1 2 ～ 4 年

文学研究入門 1 2 ～ 4 年

比較文学入門 1 2 ～ 4 年

言語認知科学入門 1 2 ～ 4 年

人文学基盤科目　小計 14

卒
論
関
係

卒業論文演習A 1 1 4 年

卒業論文演習B 1 1 4 年

卒業論文演習C 1 1 4 年

卒業論文演習D 1 1 4 年

卒業論文 6 6 4 年

卒業関係　小計 10
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心理学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

必修 選択必修
備考

心理学
モデル

公認心理師
取得モデル

備考

学域ＧＳ科目　※ 1 - 8

学類共通　参照

● ●

学域ＧＳ言語科目 - 2 ● ●

人文学基盤科目 - 14 ● ●

卒論関係 - 10 ● ●

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
講
義

心理学概論Ａ 1 1

8

2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学概論Ｂ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

臨床心理学概論Ａ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

臨床心理学概論Ｂ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学統計法１Ａ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学統計法１Ｂ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学統計法２Ａ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学統計法２Ｂ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

基礎社会統計学１ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

基礎社会統計学２ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

応用倫理学 2 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

社会学概論１ 1 1 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

社会学概論２ 1 1 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

社会調査基礎１ 1 1 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

社会調査基礎２ 1 1 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

哲学概論Ａ 2 1 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

哲学概論Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

音声学１ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

音声学２ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

音声学３ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

音声学４ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

言語と認知Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

言語と認知Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

発
展
講
義

社会・集団・家族心理学Ａ 1

6

2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

社会・集団・家族心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

心理学特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

応用心理学特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

応用心理学特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

神経・生理心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ 公認心理師科目

神経・生理心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ 公認心理師科目

健康・医療心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

健康・医療心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

司法・犯罪心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

司法・犯罪心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

産業・組織心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

産業・組織心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

公認心理師の職責 2 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

心理的アセスメントＡ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

心理的アセスメントＢ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

障害者・障害児心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

障害者・障害児心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

発達心理学Ⅰ 1 2 ～ 4 年　学校教育学類開講 ◎ 公認心理師科目

発達心理学Ⅱ 1 2 ～ 4 年　学校教育学類開講 ◎ 公認心理師科目

心理学的支援法Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

心理学的支援法Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

福祉心理学Ⅰ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

福祉心理学Ⅱ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

教育・学校心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

教育・学校心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

発展社会統計学１ 1 2 ～ 4 年 ○ 社会学開講科目

発展社会統計学２ 1 2 ～ 4 年 ○ 社会学開講科目

社会言語学１ 1 2 ～ 4 年 ○ 言語学開講科目

社会言語学２ 1 2 ～ 4 年 ○ 言語学開講科目

基
礎
演
習
・
実
習

心理学実験１Ａ 1 1 2 ～ 4 年　心理学プログラムは 2 年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学実験１Ｂ 1 1 2 ～ 4 年　心理学プログラムは 2 年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学実験２Ａ 1 1 2 ～ 4 年　心理学プログラムは 2 年次必修 ● ● 心理学プログラムは 2 年次必修

心理学実験２Ｂ 1 1 2 ～ 4 年　心理学プログラムは 2 年次必修 ● ● 心理学プログラムは 2 年次必修

心理学研究法１Ａ 1 1 3 ～ 4 年　心理学プログラムは 3 年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 3 年次必修

心理学研究法１Ｂ 1 1 3 ～ 4 年　心理学プログラムは 3 年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 3 年次必修

心理学研究法２Ａ 1 1 3 ～ 4 年　心理学プログラムは 3 年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 3 年次必修
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［心理学プログラム］ 

〈教育方針〉 

心理学は，心へのさまざまなアプローチのうち，主に行動を手がかりにして心の仕組みや働きについて科学的

に研究する学問である。心理学プログラムでは，国家資格「公認心理師」の基礎となる「大学における必要な科目」

の多くを開講しているが，単に資格を取得するための知識修得のみならず，学問としての心理学を専門的に学ぶ

ことを重視している。よって「心理学分野の基礎から応用にわたる幅広い知識とその研究方法を学んで人の心と

行動の様々な特徴を理解し，修得した知識や方法をもとに社会的問題や心理的課題を実証的な方法で解明するこ

とができる」といった学生を育てることを教育目標としている。 そのために人が感じ，知り，考え，学ぶ過程や，

人間関係，人の発達など，心のさまざまな問題について実証的な方法を用いて，多くの隣接領域と関わりながら研

究を進めている。またそれらの研究を進めるために実験や調査などの研究方法が工夫されてきた。 

心理学プログラムでは 4 つの大きな教育目標を持っている。それは，1：このような心理学研究をすすめるため

に必要な実験や調査の手法を学ぶこと，2：さまざまな心理学の領域で研究されてきたことについて講義や演習を

通して学ぶこと，3：学んだ研究法とこれまでの研究の概要を活かして自ら問題（テーマ）設定をして研究をする

力を身につけること，4：更に習得した知識・研究法を卒業後の進路に活用できるようにすること，である。 

 

〈科目内容および科目選択について〉 

2 年生では，基礎講義科目として心理学研究の全体像をつかめるようにした「心理学概論 A,B」「臨床心理学概

論 A，B」および「心理学統計法 1A，1B,2A,2B」が開講されている。また基礎演習・実習科目で「心理学実験 1A，

1B，2A，2B」も開講されている。「心理学実験 1A,1B,2A,2B」では，複数のテーマによる心理学の基礎的な実験や

調査を行い，得られたデータを分析してリポートにまとめる。データの分析には統計の手法を用いることが多く，

そのため統計学を「心理学統計法 1A,1B，2A,2B」として学ぶ。3 年生では基礎演習・実習科目として「心理学研究

法 1A，1B，2A，2B」「心理学実験・調査演習 A，B，C（うち 2 科目選択）」が必修科目として設定されている。「心

理学研究法 1A，1B，2A，2B」ではより高度な実験の技法や調査の手法を学ぶ。また，「心理学実験・調査演習 A，

B，C」では自らの関心に基づいた研究テーマについて実験・調査を行いリポートにまとめる。4 年生では自らの研

究を「卒業論文」にまとめる。 

 また 2 年生からは人文学基盤科目および心理学プログラムの発展講義科目において，心理学および隣接諸領

域について概説する講義やテーマを絞った講義科目が用意されている。また，英語論文を読み，専門のテーマを学

ぶ発展演習・実習科目も用意されている。それぞれ選択科目だが，毎年は開講されない科目もあるので，履修には

注意されたい。 

なお人文学基盤科目で開講されている心理学の科目も公認心理師の受験資格要件としては履修が必須であるた

めこの点にも注意されたい。 

 心理学は学問的な発展を遂げる中で多くの隣接領域と関わりをもつようになったが，その範囲は広く，社会

科学や発達科学，言語学や，さらには医学，工学など自然科学系の学問とも深く関わっている。心理学を学ぶ者は

人間についての様々な視点を持ち，人文学類内外の関連領域について学ぶことにも努めてほしい。 

 

【心理学プログラム CP】2020 年入学者から 

2 年次には，心理学分野全般を概観する概論的な科目および，心理学研究の基本的考え方や基礎技術を習得する

ための実験を中心とした科目や心理学統計法に関する講義科目を学ぶ。3 年次には，さらに高度な実験研究法や調
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心理学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

必修 選択必修
備考

心理学
モデル

公認心理師
取得モデル

備考

心理学研究法２Ｂ 1 1 3 ～ 4 年　心理学プログラムは 3 年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 3 年次必修

心理学実験・調査演習Ａ 1

2

原則として 3 年次必修 ◎ ◎ 原則として 3 年次必修

心理学実験・調査演習Ｂ 1 原則として 3 年次必修 ◎ ◎ 原則として 3 年次必修

心理学実験・調査演習Ｃ 1 3 ～ 4 年 ◎ ◎

発
展
演
習
・
実
習

学習心理学演習Ａ 1

8

2 ～ 4 年 ○

学習心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

比較心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

比較心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

行動分析学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

行動分析学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

知覚心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

知覚心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ 　

神経心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

神経心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

基礎心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

基礎心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

応用心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

応用心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

臨床心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

臨床心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

健康心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

健康心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

認知行動療法演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

認知行動療法演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

認知発達心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

認知発達心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

プログラム指定の専門科目　小計 32

選択科目　※ 2 22

合計 88

履修モデルについて
●:必修科目
◎:履修を強く推奨する科目
○:履修を推奨する科目

※ 1　学域 GS 科目として,本学域が提供する科目に加えて,国際基幹教育院が提供する「GS 科目発展系科目群」の科目(GS 科目の発展系として
位置づけられる科目を言う。）を履修することができる。
なお,当該科目群の提供科目については別に定めるものとし,履修登録期間前に公示する。

※ 2　選択科目には ,以下の単位が含まれる。
①学域 GS 科目のうち,8 単位を超えて修得した単位
②学域 GS言語科目のうち,2 単位を超えて修得した単位（上限 2 単位）
③人文学基盤科目のうち,14 単位を超えて修得した単位
④選択したプログラムの授業科目のうち,卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
⑤人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
⑥他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位）
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査法を修得するための科目を学び，さらに，自分の関心に基づいて実験や調査を行いレポートにまとめる科目を

履修する。4 年次には，自分の研究を「卒業論文」にまとめる。これらに加え，2～4 年次には，心理学諸領域の基

礎知識や最新トピックなどを各講義および演習を通じて学ぶ。また所定の科目を修得した後，4 年次以降に人間社

会学域公認心理師養成プログラムの科目を修得することで，国家資格公認心理師となるための「大学における必

要な科目」の要件を満たすことができる。なお公認心理師の国家試験を受験するためには，大学における必要な科

目を修得して大学を卒業した後，大学院または指定された機関で定められた教育を受ける必要がある。 
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現代社会・人間学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

必修 選択必修
備考

哲学・
倫理学

社会学 地理学
文化
人類学

応用
倫理学

現代
社会論

学域ＧＳ科目　※ 1 － 8

学類共通　
参照

● ● ● ● ● ●

学域ＧＳ言語科目 － 2 ● ● ● ● ● ●

人文学基盤科目 － 14 ● ● ● ● ● ●

卒論関係 － 10 ● ● ● ● ● ●

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
講
義

哲学概論Ａ 2

12

1 ～ 4 年 ○ ○ ○ ◎

哲学概論Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○ ○

人間学概説Ａ 2 1 ～ 4 年 ○ ◎

人間学概説Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○

西洋古代中世思想史Ａ 2 2 ～ 4 年 ○

西洋古代中世思想史Ｂ 2 2 ～ 4 年 ○

西洋近世思想史Ａ 2 1 ～ 4 年 ○

西洋近世思想史Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○

西洋倫理思想史Ａ 2 2 ～ 4 年 ○

西洋倫理思想史Ｂ 2 2 ～ 4 年 ○

応用倫理学 2 1 ～ 4 年 ○ ◎

現代哲学 2 2 ～ 4 年 ○ ○

社会学概論１ 1 1 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

社会学概論２ 1 1 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

社会調査基礎１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

社会調査基礎２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

社会理論 1 2 ～ 4 年 ○

基礎社会統計学１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

基礎社会統計学２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

医療社会学 1 2 ～ 4 年 〇

公共社会学 1 2 ～ 4 年 〇

政策社会学 1 2 ～ 4 年 〇

社会システム論 1 2 ～ 4 年 〇

現代社会論 1 2 ～ 4 年 〇

地理学概論Ａ 2 1 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ◎

地理学概論Ｂ 2 1 ～ 4 年 ◎ ○

自然地理学概説Ａ 2 1 ～ 4 年 ○

自然地理学概説Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○

日本地誌Ａ 2 1 ～ 4 年 ○ ○

日本地誌Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○ ○

世界地誌Ａ 2 1 ～ 4 年 ○ ○

世界地誌Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○ ○

文化人類学概論Ａ 1 1 ～ 4 年 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎

文化人類学概論Ｂ 1 1 ～ 4 年 ○ ○ ○ ◎ ○

発
展
講
義

西洋古代中世哲学特殊講義 2

6

2 ～ 4 年 ○

近現代哲学特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

古代中世倫理思想特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

近現代倫理思想特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

人間学基礎講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

人間学基礎講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

人間学特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

人間学特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

発展社会統計学１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

発展社会統計学２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

社会学調査法１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

社会学調査法２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

経験社会学１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

経験社会学２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

人文地理学特殊講義１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

人文地理学特殊講義２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

自然地理学特殊講義１ 1 2 ～ 4 年 ○

自然地理学特殊講義２ 1 2 ～ 4 年 ○

地誌学特殊講義１ 1 2 ～ 4 年 ○

地誌学特殊講義２ 1 2 ～ 4 年 ○

比較民族誌 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ◎ ○

文化人類学講義 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ◎ ○

社会人類学講義 1 2 ～ 4 年 ◎

人類学的異文化理解Ⅰ 1 2 ～ 4 年 ◎

人類学的異文化理解Ⅱ 1 2 ～ 4 年 ◎

基
礎
演
習
・
実
習

西洋古代中世哲学基礎演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋古代中世哲学基礎演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

近現代哲学基礎演習 2 2 ～ 4 年 ○

倫理思想基礎演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

倫理思想基礎演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○
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［現代社会・人間学プログラム］ 

〈教育方針〉 

現代社会・人間学プログラムは，哲学・倫理学，社会学，地理学，文化人類学の学問分野を核としながら，現代

における人間と社会，文化，環境について総合的・学際的に学ぶプログラムである。本プログラムでは上記各学問

分野の基礎を学んだうえで，より専門的あるいは学際的な研究テーマを学生が自分で選択し，主体的に学ぶこと

ができる。本プログラムでの学修の特徴は，2 年次に主に哲学・倫理学，社会学，地理学，文化人類学の学問分野

の基礎的な内容を学んだうえで，3 年次にはそれぞれの学問分野に設けられたプログラム共通科目の「現代社会・

人間学実習」を履修することで，文献の読み込み，データの収集と分析，フィールド調査，徹底的な討論等を通じ

て，より応用的・実践的な学修を行うことができる点にある。4 年次にはそれまでの学修内容を踏まえて，各自で

研究テーマを設定し，1 年間をかけて卒業論文の執筆に取り組む。このように，現代社会・人間学プログラムでは

単に授業に出席するだけの受け身の学修ではなく，自ら研究課題を設定し，現代社会の諸問題に主体的に取り組

むためのより応用的・実践的な能力を身につけることが重視される。 

 

〈科目内容および科目選択について〉 

現代社会・人間学プログラムでは，以下に示すように，研究テーマに応じて「哲学・倫理学」「社会学」「地理学」

「文化人類学」「応用倫理学」「現代社会論」の 6 つの履修モデルが準備されている。もちろん，学生はこれ以外に

も定められた範囲内（基礎講義 12 単位，発展講義 6 単位，基礎演習・実習 6 単位，発展演習・実習 12 単位）で自

由にカリキュラムを組み立てることができるが，その場合にも以下の履修モデルを参考にカリキュラムを組み立

ててほしい。なお，現代社会・人間学プログラムではすべての学生が 3 年次にプログラム共通科目である「現代社

会・人間学実習 A〜D（履修モデルによっては E および F も含む）」を履修しなければならない。下記の履修モデル

以外のカリキュラムを自分で組んだ場合にも，必ず「現代社会・人間学実習 A〜D」を履修する必要がある。この

授業を履修していないと 4 年次に卒業論文を執筆することはできないので，その点に留意すること。 

 

〈履修モデル〉 

「哲学・倫理学」 

授業は講義と演習から構成されている。このうち講義には，概説的なものと，各教員が専門とする領域の中から

一定のテーマを設定してそれを深く掘り下げていくもの（特殊講義）とがある。また演習は，英語，ドイツ語，フ

ランス語，ギリシア語等のテクストを読み，外国語の能力を高めるとともに，丁寧な読解を通じて解釈と議論を行

うものである。したがって，初習言語については，ドイツ語，フランス語，ギリシア語，ラテン語などのヨーロッ

パ系言語のいずれかを修得することが望ましい。 

科目選択については，哲学・倫理学の基礎的な概念，考え方や問題の所在を分かりやすく講述する「哲学概論 A，

B」，「人間学概説 A・B」，「応用倫理学」を，2 年次終了までに複数科目履修しておくことが望ましい。なお，「人間

学概説 A」と「応用倫理学」は隔年開講のため，1 年次にいずれかを履修しておくことが望ましい。 

また，哲学史と倫理学史における重要な思想を講述する「西洋近世思想史 A・B」，「西洋倫理思想史 A・B」を，

3 年次終了までに複数科目を履修しておくことが望ましい。なお，哲学，倫理学系の特殊講義も各自の関心に応じ

て複数科目を選択することが求められる。また，隣接領域科目の「社会学概論 A」，「地理学概論 A」「文化人類学概

論 A・B」および関連発展講義も知識や考え方の幅を広げるために受講することが望ましい。 

演習科目には「基礎演習」と「発展演習」の区別があるが，各自の外国語の修得状況や関心に応じて適宜選択し

てよい。ただ，一つのテクストを複数クォーターにわたって講読する場合は，理解を深める上でもできるだけ連続

して受講することが望ましい。3 年次以降の「現代社会・人間学実習 A〜D」は必修であり，哲学，倫理学系の実習
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現代社会・人間学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

必修 選択必修
備考

哲学・
倫理学

社会学 地理学
文化
人類学

応用
倫理学

現代
社会論

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
演
習
・
実
習

応用倫理学基礎演習Ａ 1

6

2 ～ 4 年 ○ ◎

応用倫理学基礎演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

人間学基礎演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

人間学基礎演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

経験社会学演習 2 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ○ ○

理論社会学演習 2 2 ～ 4 年 ○

公共社会学研究 1 2 ～ 4 年 〇

政策社会学研究 1 2 ～ 4 年 〇

社会システム論研究 1 2 ～ 4 年 〇

現代社会論研究 1 2 ～ 4 年 〇

地域調査入門実習１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

地域調査入門実習２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

人文地理学実習１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

人文地理学実習２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

自然地理学実習１ 1 2 ～ 4 年 ○

自然地理学実習２ 1 2 ～ 4 年 ○

文化人類学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

文化人類学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

発
展
演
習
・
実
習

西洋古代中世哲学演習Ａ 1

12

2 ～ 4 年 ○

西洋古代中世哲学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋古代中世哲学研究演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋古代中世哲学研究演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

近現代哲学演習 2 2 ～ 4 年 ○

近現代哲学研究演習 2 2 ～ 4 年 ○

倫理思想演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

倫理思想演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

倫理思想研究演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

倫理思想研究演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

人間学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

人間学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

人間学研究演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

人間学研究演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

応用社会学演習１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

応用社会学演習２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

人文地理学演習１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

人文地理学演習２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

自然地理学演習１ 1 2 ～ 4 年 ○

自然地理学演習２ 1 2 ～ 4 年 ○

現代社会・人間学実習Ａ 1 1 3 ～ 4 年 ● ● ● ● ● ●

現代社会・人間学実習Ｂ 1 1 3 ～ 4 年 ● ● ● ● ● ●

現代社会・人間学実習Ｃ 1 1 3 ～ 4 年 ● ● ● ● ● ●

現代社会・人間学実習Ｄ 1 1 3 ～ 4 年 ● ● ● ● ● ●

現代社会・人間学実習Ｅ 2 3 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

現代社会・人間学実習Ｆ 2 3 ～ 4 年 ◎

プログラム指定の専門科目　小計 36

選択科目　※ 2 18

合計 88

履修モデルについて
●:必修科目
◎:履修を強く推奨する科目
○:履修を推奨する科目
  
※ 1　学域 GS 科目として,本学域が提供する科目に加えて,国際基幹教育院が提供する「GS 科目発展系科目群」の科目(GS 科目の発展系として

位置づけられる科目を言う。）を履修することができる。
なお,当該科目群の提供科目については別に定めるものとし,履修登録期間前に公示する。

  
※ 2　選択科目には ,以下の単位が含まれる。

①学域 GS 科目のうち,8 単位を超えて修得した単位
②学域 GS言語科目のうち,2 単位を超えて修得した単位（上限 2 単位）
③人文学基盤科目のうち,14 単位を超えて修得した単位
④選択したプログラムの授業科目のうち,卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
⑤人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
⑥他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位）

⎭
―
―
―

⎬
―
―
―

⎫
⎭
―
―
―

⎬
―
―



 

た，応用倫理学という学問は環境や生命，科学等に関連した現代社会の問題を扱うものであり，隣接領域科目の

「社会学概論 A」，「社会統計学」，「文化人類学概論 A・B」および関連発展講義も知識や考え方の幅を広げるために

受講することが望ましい。 

演習科目については「応用倫理学基礎演習 A・B」および「人間学研究演習 A もしくは B」は 2 年次以降早めに

履修することが強く推奨される。そのほかの演習については各自の外国語の修得状況や関心に応じて適宜選択し

てよい。なお，一つのテクストを複数クォーターにわたって講読する場合は，理解を深める上でもできるだけ連続

して受講することが望ましい。3 年次以降の「現代社会・人間学実習 A〜D」は必修であり，哲学，倫理学系の実習

において，現代社会が抱える哲学的・倫理学的諸課題とその解決に向けた方策等を実践的に探究する。 

 4 年次では，各自が自由にテーマを設定してそれまでの学習の集大成となる卒業論文を作成する。そのために

「卒業論文演習 A〜D」により，学生個人の関心が結実するように関連分野の教員による指導が行われる。 

 

「現代社会論」 

 本プログラムの学際的な履修モデルであり，基礎講義では，早い段階で「哲学概論 A」，「社会学概論 1・2」，「地

理学概論 A」，「文化人類学概論 A」を履修し，幅広く学問の基礎を固めて欲しい。基礎演習・実習でも，2 年次に

社会学系，地理学系，文化人類学系の授業科目である「経験社会学演習」，「地域調査入門演習 1・2」，「人文地理

学実習 1・2」，「文化人類学演習 A・B」から幅広く選択し，3 年次に選択する発展演習・実習の基礎を築くことを

目標としてほしい。 

 3 年次を中心に，社会学系，地理学系，文化人類学系の発展講義「経験社会学 1・2」，「人文地理学特殊講義 1・

2」，「比較民族誌」，「文化人類学講義」などを中心に授業科目を選択して学習し，学際的な視点を高めてほしい。

その上で発展演習・実習では，3 年次において，自分の関心・テーマを深めることを目標として，「現代社会・人

間学実習 A〜D」（プログラム必修科目）の学問系を主として社会学，地理学，文化人類学から（あるいはそこまで

の学びのあり方によっては哲学，倫理学からも）選択して，実習科目を学ぶ。並行して，現代社会・世界の諸課題

を扱う発展演習である「応用社会学演習 1・2」，「人文地理学演習 1・2」，「地誌学演習 1・2」などを履修し，各領

域の理解を深める。 

 4 年次では，各自が自由にテーマを設定してそれまでの学習の集大成となる卒業論文を作成する。そのために

「卒業論文演習 A〜D」により，学生個人の関心が結実するように関連分野の教員による指導が行われる。 
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学域ＧＳ科目　※ 1 - 8

学類共通　
参照

● ● ● ● ● ●

学域ＧＳ言語科目 - 2 ● ● ● ● ● ●

人文学基盤科目 - 14 ● ● ● ● ● ●

卒論関係 - 10 ● ● ● ● ● ●

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
講
義

考古学・文化資源学概説Ａ 1 1

12

1 年 ● ● ● ● ● ●

考古学・文化資源学概説Ｂ 1 1 1 年 ● ● ● ● ● ●

比較文化学概説Ａ 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

比較文化学概説Ｂ 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

文化遺産学概説Ａ 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

文化遺産学概説Ｂ 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

考古学概説Ａ 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

考古学概説Ｂ 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

文化資源学の方法論 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

考古学の方法論 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

プログラム基礎実習 2 2 2 年 ● ● ● ● ● ●

発
展
講
義

比較文化論 1

8

2 年 ○ ○ ○

南アジア文化論 1 2 年 ○ ○

仏教文化論 1 2 年 ○ ○

日本の思想と宗教 1 2 年 ○ ○

文化交流史 1 2 年 ○ ○ ○ ○

宗教文化論 1 2 年 ○ ○ ○

宗教造形論Ａ 1 2 年 ○ ○

宗教造形論Ｂ 1 2 年 ○ ○

東アジア文化遺産学Ａ 1 2 年 ○ ○

東アジア文化遺産学Ｂ 1 2 年 ○ ○

オリエント文化遺産学Ａ 1 2 年

オリエント文化遺産学Ｂ 1 2 年

西洋美術史Ａ 1 2 年 ○ ○ ○

西洋美術史Ｂ 1 2 年 ○ ○ ○

西洋美術史Ｃ 1 2 年 ○ ○

西洋美術史Ｄ 1 2 年 ○ ○

比較美術史Ａ 1 2 年 ○ ○

比較美術史Ｂ 1 2 年 ○ ○

地域考古学Ａ 1 2 年 ○

地域考古学Ｂ 1 2 年 ○

社会考古学Ａ 1 2 年 ○

社会考古学Ｂ 1 2 年 ○

比較考古学Ａ 1 2 年 ○ ○

比較考古学Ｂ 1 2 年 ○ ○

考古科学Ａ 1 2 年 ○

考古科学Ｂ 1 2 年 ○

基
礎
演
習
・
実
習

比較文化論演習Ａ 1

8

2 年 ○ ○

比較文化論演習Ｂ 1 2 年 ○ ○

南アジア文化論演習Ａ 1 2 年 ○ ○

南アジア文化論演習Ｂ 1 2 年 ○ ○

文化交流史演習Ａ 1 2 年 ○ ○ ○ ○

文化交流史演習Ｂ 1 2 年 ○ ○ ○ ○

宗教造形論演習Ａ 1 2 年 ○ ○

宗教造形論演習Ｂ 1 2 年 ○ ○

美術史演習Ａ 1 2 年 ○ ○ ○

美術史演習Ｂ 1 2 年 ○ ○ ○

東アジア文化遺産学演習Ａ 1 2 年 ○

東アジア文化遺産学演習Ｂ 1 2 年 ○

オリエント考古学演習Ａ 1 2 年 ○ ○ ○ ○

オリエント考古学演習Ｂ 1 2 年 ○ ○ ○ ○

地域考古学演習Ａ 1 2 年 ○ ○ ○

地域考古学演習Ｂ 1 2 年 ○ ○ ○

社会考古学演習Ａ 1 2 年 ○

社会考古学演習Ｂ 1 2 年 ○

比較考古学演習Ａ 1 2 年 ○

比較考古学演習Ｂ 1 2 年 ○

考古科学演習Ａ 1 2 年 ○

考古科学演習Ｂ 1 2 年 ○

考古学実習１ 1 2 年 ○

考古学実習２ 1 2 年 ○

考古学実習３ 1 2 年 ○

考古学実習４ 1 2 年 ○

考古学・文化資源学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 文化資源学 考古学 文化遺産学 比較文化学
美術史・
建築史学

宗教学・
民俗学必修 選択必修

⎫
｜
｜
｜
｜
⎬
｜
｜
｜
｜
⎭
⎫
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
⎬
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
⎭
⎫
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
⎬
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
⎭



 

［考古学・文化資源学プログラム］ 

〈教育方針〉 

このプログラムは考古学と文化資源学というふたつの領域で構成され，このうち文化資源学は，さらに文化遺

産学，比較文化学，美術史，建築史，宗教学などの分野を含む。人文学類の中で最も学際的なプログラムである。

いずれの分野も文献研究に加えフィールドワークを重視し，それらを通して，過去から現在まで多元的に存在す

る文化現象を相対的な視点からとらえ，現代に生きるわれわれにとってどのような意義をもつかを明らかにする。

フィールドワークを基礎とした文化研究のために，本プログラムでは講義や演習のほか，調査手法に関する科目

や，多彩な調査実習科目を用意している。 

考古学では，世界各地の遺跡や埋蔵文化財が有する歴史的・文化的価値を正しく理解し，その研究と活用を実

践するうえで必要な能力を身につけることを目標とする。授業では，野外調査や室内作業に関わる技術とともに，

統計学的なデータ処理や理化学的な分析といった学際的手法についても習得する。教員は世界各地で調査を展開

し，外国考古学の最新情報を学生に提供している。また，英語による授業を積極的に推進し，国際性の涵養に努め

ている。 

文化資源学は世界中の有形・無形の文化を「文化資源」としてとらえ直すことで，単なる過去の遺物ではなく，

そこに新たな価値を創造するものとして文化を研究しようとする学問である。その価値をただしく理解し評価す

るために，従来の伝統的な学問体系を基礎として学び，さらにそれらを統合することで，分野横断的な新たな学問

の創出を目指す。対象となるのは人間が生み出してきたあらゆる文化現象，具体的には哲学，思想，芸術，宗教，

建築，技術，言語，文学，慣習など多岐にわたる。 

 

〈科目内容および科目選択について〉 

プログラムへの分属を希望する 1 年生を対象に，入門のための基礎授業として「考古学・文化資源学概説 A・B」

が用意されている。2 年生からはプログラムを構成する主要な 3 分野である「比較文化学概説 A・B」「文化遺産学

概説 A・B」「考古学概説 A・B」の入門科目が準備されている。これらは必修科目である。 

「文化資源学の方法論」と「考古学の方法論」は，それぞれの分野の実際の調査手法についてより深く学ぶ授業

である。「プログラム基礎実習」では，実際に短期のフィールドワークをおこない，得られたデータをもとにレポ

ートを作成し，口頭発表もおこなう。これらの科目も必修で，2 年生で履修することが望ましい。 

それ以外の科目は選択必修，もしくは選択科目であるが，考古学を中心に学ぶか，文化資源学を中心に学ぶか

で，いくつか注意すべき点がある。 

このうち，考古学を中心に学ぶ学生は，2 年次に「考古学実習 1〜4」を履修することを勧める。これらの科目は

実測・測量・撮影の基礎技術を習得するもので，いずれも 3 年次からでも履修できるが，2 年次に履修しておいた

ほうが勉強を進めやすい。考古学を中心に学ぶ学生は「考古学実習 A〜D」「考古学実習 1〜4」の全てを履修し，

考古学の調査技術に習熟することが望ましい。 

文化資源学を中心に学ぶ学生には，「文化資源学」「文化遺産学」「比較文化学」「美術史・建築史学」「宗教学・

民俗学」の 5 つの履修モデルが準備されている。このうち，文化資源学は，プログラムを構成するさまざまな分野

をバランスよく履修することが，それ以外はコアとなる分野の科目を中心に履修することが想定されている。い

ずれのモデルでも，発展講義の科目群から 8 単位以上，基礎演習・実習の科目群から 8 単位以上を選択して履修
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発
展
演
習
・
実
習

比較文化学実習Ａ 1

4

3 年 ○ ○

比較文化学実習Ｂ 1 3 年 ○ ○

比較文化学実習Ｃ 1 3 年 ○ ○

比較文化学実習Ｄ 1 3 年 ○ ○

文化遺産学実習Ａ 1 3 年 ○ ○ ○

文化遺産学実習Ｂ 1 3 年 ○ ○ ○

文化遺産学実習Ｃ 1 3 年 ○ ○ ○

文化遺産学実習Ｄ 1 3 年 ○ ○ ○

考古学実習Ａ 1 3 年 ○ ○

考古学実習Ｂ 1 3 年 ○ ○

考古学実習Ｃ 1 3 年 ○ ○

考古学実習Ｄ 1 3 年 ○ ○

学
芸
員
科
目

博物館実習Ａ 1 4 年　※ 3

博物館実習Ｂ 1 4 年　※ 3

博物館実習Ｃ 1 4 年　※ 3

博物館実習Ｄ 1 4 年　※ 3

博物館概論Ａ 1 1 ～ 4 年

博物館概論Ｂ 1 1 ～ 4 年

博物館資料論Ａ 1 2 ～ 4 年

博物館資料論Ｂ 1 2 ～ 4 年

博物館経営論Ａ 1 2 ～ 4 年

博物館経営論Ｂ 1 2 ～ 4 年

博物館資料保存論Ａ 1 2 ～ 4 年

博物館資料保存論Ｂ 1 2 ～ 4 年

博物館展示論Ａ 1 2 ～ 4 年

博物館展示論Ｂ 1 2 ～ 4 年

博物館教育論Ａ 1 2 ～ 4 年

博物館教育論Ｂ 1 2 ～ 4 年

博物館情報・メディア論Ａ 1 2 ～ 4 年

博物館情報・メディア論Ｂ 1 2 ～ 4 年

生涯学習論Ａ 1 2 ～ 4 年

生涯学習論Ｂ 1 2 ～ 4 年

プログラム指定の専門科目　小計 32

選択科目　※ 2 22

合計 88

履修モデルについて
●:必修科目
◎:履修を強く推奨する科目
○:履修を推奨する科目

※ 1　学域 GS 科目として,本学域が提供する科目に加えて,国際基幹教育院が提供する「GS 科目発展系科目群」の科目(GS 科目の発展系として
位置づけられる科目を言う。）を履修することができる。

　　なお,当該科目群の提供科目については別に定めるものとし,履修登録期間前に公示する。

※ 2　選択科目には ,以下の単位が含まれる。
①学域 GS 科目のうち,8 単位を超えて修得した単位
②学域 GS言語科目のうち,2 単位を超えて修得した単位（上限 2 単位）
③人文学基盤科目のうち,14 単位を超えて修得した単位
④選択したプログラムの授業科目のうち,卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
⑤人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
⑥他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位）

※ 3　「博物館実習」は ,原則として学芸員資格取得に必要な科目全ての単位を修得した者のみ履修を認める。
　　また、必要科目全ての単位を修得した 3 年生の履修も認める。

考古学・文化資源学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 文化資源学 考古学 文化遺産学 比較文化学
美術史・
建築史学

宗教学・
民俗学必修 選択必修

⎫
｜
｜
｜
｜
⎬
｜
｜
｜
｜
⎭



 

する。基礎演習・実習科目はおもに日本語や英語の文献を素材にし，先行研究を自分の力で読み取り，議論を通じ

て考察する授業で，2～4 年次にわたって履修できる。発展演習・実習の科目群からは 4 単位以上を選択して履修

する。おもに 3 年次以上の学生を対象におこなう授業で，それぞれの分野の「実習 A」から「実習 D」までが準備

されている。各領域の基本的な研究手法の習得を目指し，実際のフィールドワークも含まれる。 

4 年次には，自ら研究テーマを設定し，卒業論文を作成する。卒業論文は大学で学んだことの集大成であるので，

積極的な取り組みが求められる。 

なお，履修モデルはあくまでも履修の例であり，それにはとらわれずに，各自の関心にしたがって自由に科目を

組み合わせ，あらたな学問領域を開拓することも期待される。 

 

（博物館学芸員資格取得を目指す者は，P9（11．免許状・資格取得のための履修について（2）学芸員資格取得），

考古調査士（2 級）の取得を目指す者は，P13（11．免許状・資格取得のための履修について（4）考古調査士（2

級））を参照してください。） 

- 30 - - 31 -

歴史学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 日本史 東洋史 西洋史 備考
必修 選択必修

学域ＧＳ科目　※ 1 - 8

学類共通　
参照

● ● ●

学域ＧＳ言語科目 - 2 ● ● ●

人文学基盤科目 - 14 ● ● ●

卒論関係 - 10 ● ● ●

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
講
義
(
概
説
科
目
)

歴史学入門 1 1 1 ～ 4 年 ● ● ● 必修

日本史概説Ａ１ 1

10
以
上

1 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本史概説Ａ２ 1 1 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本史概説Ｂ１ 1 1 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本史概説Ｂ２ 1 1 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本史概説Ｃ１ 1 1 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本史概説Ｃ２ 1 1 ～ 4 年 ◎ ○ ○

東アジア史概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

東アジア史概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

東アジア史概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

東アジア史概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

地中海世界史概説 2 1 ～ 4 年 ○ ○ ◎

西洋中世史概説Ａ 1 1 ～ 4 年 ○ ○ ◎

西洋中世史概説Ｂ 1 1 ～ 4 年 ○ ○ ◎

西洋近代史概説Ａ 1 1 ～ 4 年 ○ ○ ◎

西洋近代史概説Ｂ 1 1 ～ 4 年 ○ ○ ◎

考古学概説Ａ 1 1 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

考古学概説Ｂ 1 1 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

発
展
講
義
(
特
殊
講
義
科
目
)

日本古代史特殊講義Ａ 1

6
以
上

2 ～ 4 年 ○

日本古代史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

奈良平安時代史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

奈良平安時代史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世政治史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世政治史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世社会史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世社会史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代都市史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代都市史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代都市史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代都市史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

日本史特殊講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本史特殊講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本史特殊講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本史特殊講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国古代中世史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

中国近世史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

東アジア政治制度史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

東アジア社会経済史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

地中海世界政治史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

地中海世界社会史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

地中海世界国際関係史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

西洋中世都市史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世都市史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世国制史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世国制史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世社会史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世社会史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代文化表象史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代文化表象史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

演
習
科
目

日本古代政治史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本古代政治史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本古代政治史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本古代政治史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本古代史料演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本古代史料演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本古代史料演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本古代史料演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

奈良平安時代史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

奈良平安時代史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

奈良平安時代史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○
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｜
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歴史学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 日本史 東洋史 西洋史 備考
必修 選択必修

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

演
習
科
目

奈良平安時代史演習Ｂ２ 1

12
以
上

2 ～ 4 年 ○

日本近世前期史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世前期史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世前期史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世前期史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世中期史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世中期史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世中期史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世中期史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世後期史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世後期史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世後期史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世後期史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近現代史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近現代史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近現代史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近現代史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国古代中世史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国古代中世史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国近世史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国近世史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国古代中世史演習Ｂ１ 1 3 ～ 4 年 ○

中国古代中世史演習Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ○

中国近世史演習Ｂ１ 1 3 ～ 4 年 ○

中国近世史演習Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ○

東アジア政治制度史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

東アジア政治制度史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

東アジア社会経済史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

東アジア社会経済史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

東アジア政治制度史演習Ｂ１ 1 3 ～ 4 年 ○

東アジア政治制度史演習Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ○

東アジア社会経済史演習Ｂ１ 1 3 ～ 4 年 ○

東アジア社会経済史演習Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ○

東洋史学研究法基礎演習Ａ 1 3 ～ 4 年 ○

東洋史学研究法基礎演習Ｂ 1 3 ～ 4 年 ○

東洋史学研究法展開演習Ａ 1 3 ～ 4 年 ○

東洋史学研究法展開演習Ｂ 1 3 ～ 4 年 ○

地中海世界政治史演習 2 2 ～ 4 年 ○

地中海世界社会史演習 2 2 ～ 4 年 ○

地中海世界国際関係史演習 2 2 ～ 4 年 ○

西洋中世都市史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世都市史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世国制史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世国制史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世社会史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世社会史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代国際関係史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代国際関係史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代政治文化史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代政治文化史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代文化表象史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代文化表象史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

実
習
科
目

日本史学実習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎

日本史学実習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎

日本史学実習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎

日本史学実習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎
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歴史学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 日本史 東洋史 西洋史 備考
必修 選択必修

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

実
習
科
目

東洋史学基礎実習Ａ 1

4

2 ～ 4 年 ◎

東洋史学基礎実習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎

東洋史学展開実習Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎

東洋史学展開実習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎

西洋史学実習Ａ１ 1 3 ～ 4 年 ◎

西洋史学実習Ａ２ 1 3 ～ 4 年 ◎

西洋史学実習Ｂ１ 1 3 ～ 4 年 ◎

西洋史学実習Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ◎

プログラム指定の専門科目　小計 33

選択科目　※ 2 21

合計 88

履修モデルについて 
●:必修科目 
◎:履修を強く推奨する科目 
○:履修を推奨する科目 
  
※ 1　学域 GS 科目として,本学域が提供する科目に加えて,国際基幹教育院が提供する「GS 科目発展系科目群」の科目(GS 科目の発展系として

位置づけられる科目を言う。）を履修することができる。
なお,当該科目群の提供科目については別に定めるものとし,履修登録期間前に公示する。

  
※ 2　選択科目には ,以下の単位が含まれる。

①学域 GS 科目のうち,8 単位を超えて修得した単位
②学域 GS言語科目のうち,2 単位を超えて修得した単位（上限 2 単位）
③人文学基盤科目のうち,14 単位を超えて修得した単位
④選択したプログラムの授業科目のうち,卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
⑤人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
⑥他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位）

｜
｜
｜
｜
⎬
｜
｜
｜
⎭
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歴史学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 日本史 東洋史 西洋史 備考
必修 選択必修

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

演
習
科
目

奈良平安時代史演習Ｂ２ 1

12
以
上

2 ～ 4 年 ○

日本近世前期史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世前期史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世前期史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世前期史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世中期史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世中期史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世中期史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世中期史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世後期史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世後期史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世後期史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世後期史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近現代史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近現代史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近現代史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近現代史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国古代中世史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国古代中世史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国近世史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国近世史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国古代中世史演習Ｂ１ 1 3 ～ 4 年 ○

中国古代中世史演習Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ○

中国近世史演習Ｂ１ 1 3 ～ 4 年 ○

中国近世史演習Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ○

東アジア政治制度史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

東アジア政治制度史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

東アジア社会経済史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

東アジア社会経済史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

東アジア政治制度史演習Ｂ１ 1 3 ～ 4 年 ○

東アジア政治制度史演習Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ○

東アジア社会経済史演習Ｂ１ 1 3 ～ 4 年 ○

東アジア社会経済史演習Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ○

東洋史学研究法基礎演習Ａ 1 3 ～ 4 年 ○

東洋史学研究法基礎演習Ｂ 1 3 ～ 4 年 ○

東洋史学研究法展開演習Ａ 1 3 ～ 4 年 ○

東洋史学研究法展開演習Ｂ 1 3 ～ 4 年 ○

地中海世界政治史演習 2 2 ～ 4 年 ○

地中海世界社会史演習 2 2 ～ 4 年 ○

地中海世界国際関係史演習 2 2 ～ 4 年 ○

西洋中世都市史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世都市史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世国制史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世国制史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世社会史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世社会史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代国際関係史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代国際関係史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代政治文化史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代政治文化史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代文化表象史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代文化表象史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

実
習
科
目

日本史学実習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎

日本史学実習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎

日本史学実習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎

日本史学実習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎
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歴史学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 日本史 東洋史 西洋史 備考
必修 選択必修

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

実
習
科
目

東洋史学基礎実習Ａ 1

4

2 ～ 4 年 ◎

東洋史学基礎実習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎

東洋史学展開実習Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎

東洋史学展開実習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎

西洋史学実習Ａ１ 1 3 ～ 4 年 ◎

西洋史学実習Ａ２ 1 3 ～ 4 年 ◎

西洋史学実習Ｂ１ 1 3 ～ 4 年 ◎

西洋史学実習Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ◎

プログラム指定の専門科目　小計 33

選択科目　※ 2 21

合計 88

履修モデルについて 
●:必修科目 
◎:履修を強く推奨する科目 
○:履修を推奨する科目 
  
※ 1　学域 GS 科目として,本学域が提供する科目に加えて,国際基幹教育院が提供する「GS 科目発展系科目群」の科目(GS 科目の発展系として

位置づけられる科目を言う。）を履修することができる。
なお,当該科目群の提供科目については別に定めるものとし,履修登録期間前に公示する。

  
※ 2　選択科目には ,以下の単位が含まれる。

①学域 GS 科目のうち,8 単位を超えて修得した単位
②学域 GS言語科目のうち,2 単位を超えて修得した単位（上限 2 単位）
③人文学基盤科目のうち,14 単位を超えて修得した単位
④選択したプログラムの授業科目のうち,卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
⑤人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
⑥他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位）

｜
｜
｜
｜
⎬
｜
｜
｜
⎭



 

「西洋史」 

ここではヨーロッパ，およびその政治的，文化的影響を受けた地域を中心に研究を進める場合の履修モデルを

提示する。1 年次には各自の関心に応じて，英語のほかにドイツ語，フランス語などの欧州言語科目を履修するこ

とが望ましい。また「地中海世界史」，「西洋中世史」，「西洋近代史」の各概説科目は 1年次から履修することがで

きる。これらの概説科目から，関連する地域と時代に関する包括的な知見が得られるだろう。 

2 年次以降は上記概説科目の三系統に由来する科目名の特殊講義と演習を積極的に履修してほしい。担当教員の

専門分野を主題とする特殊講義では，テーマの着想，分析の手法，議論の構築などに関して，今後，自ら研究を進

めていく際の多くの示唆が得られるだろう。演習は外国語文献の講読が軸になる。その目的は，独力で外国語文献

を読みこなすための語学力を向上させることだけではない。テキストを深く読み込み，様々な歴史学研究の潮流

に触れることで，歴史の多様な領域への知的関心をさらに高めることができるだろう。 

3 年次には「西洋史学実習」を履修する（3 年次必修）。この授業は，4 年次で履修する「卒業論文演習」の予備

的演習という位置づけである。卒業論文で扱いたいテーマを，どのようにして学術的な論文としてまとめあげる

かの基礎を習得する。授業は，自分の研究テーマについて，考察の手順や参考文献の調査方法などとともに学んだ

あと，各自レジュメを作成して順番に発表し，その内容についてみんなで討議するという形式をとる。 

4 年次には，「卒業論文演習」を履修する。学生生活の集大成である卒業論文を充実したものするために，これ

まで培ってきた力をここで最大限発揮することが強く期待される。そしてこれらの課程を経て「卒業論文」を提出

し，2 月初旬に最終試験として口頭試問を受ける。 

- 36 - - 37 -

学域ＧＳ科目　※ 1 - 8

学類共通　
参照

● ● ● ● ●

学域ＧＳ言語科目 - 2 ● ● ● ● ●

人文学基盤科目 - 14 ● ● ● ● ●

卒論関係 - 10 ● ● ● ● ●

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
講
義

日本語学概説１ 1

8

2 ～ 4 年 ◎ ○ ◎ ○

日本語学概説２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

日本の古典と古典学１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ◎ ○

日本の古典と古典学２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

日本の近代文学１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ◎ ○

日本の近代文学２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

日本の現代文学１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ◎ ○

日本の現代文学２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

漢文学概説１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ◎ ○

漢文学概説２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ◎ ○

中国語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ◎ ○

中国語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国文学概説１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ◎ ○

中国文学概説２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

英語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年

英語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年

英語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

英語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

英米文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

フランス文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

言語学概論Ａ 1 2 ～ 4 年

言語学概論Ｂ 1 2 ～ 4 年

言語学概論Ｃ 1 2 ～ 4 年

言語学概論Ｄ 1 2 ～ 4 年

発
展
講
義

日本語の歴史１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ◎

日本語の歴史２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本語学講義２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ◎

日本古典文学史講義 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ◎ ○

日本近代文学史講義 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

日本現代文学史講義 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

日本古典文学研究法 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

日本近代文学研究法 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

日本現代文学研究法 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

日本文芸思潮講義 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

日本古典比較文学講義 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

日本近代比較文学講義 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ○

日本現代比較文学講義 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ◎ ○

漢文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

漢文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

漢文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

漢文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

中国語学研究１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国語学研究２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎

中国文学研究１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国文学研究２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ○

中国文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ◎ ○

中国文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ○

日本・中国言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
日本語学
日本文学

中国語学
中国文学

日本・中国
言語文化
学総合

比 較 文 学

必修 選択必修 A群 B群

⎫
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プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

発
展
講
義

中国文学史Ｂ１ 1

10

2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

中国語文献読解基礎Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国語文献読解基礎Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

中国語文献読解基礎Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国語文献読解基礎Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

中国の文化と社会Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国の文化と社会Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国の文化と社会Ｅ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎

中国の文化と社会Ｅ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文学特殊講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学特殊講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学特殊講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学特殊講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英語圏文学特殊講義１ 1 2 ～ 4 年 ○

英語圏文学特殊講義２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学講義Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学講義Ｄ２ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学特殊講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学特殊講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学特殊講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学特殊講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

基
礎
演
習
・
実
習

日本語学演習Ａ１ 1

8

2 ～ 4 年 ◎ ○

日本語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

日本語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

日本語学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

日本古典文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本古典文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本古典文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

日本古典文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

日本近代文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近代文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本現代文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本現代文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国語コミュニケーション初級１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ○

中国語コミュニケーション初級２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国語コミュニケーション初級３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ○

中国語コミュニケーション初級４ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国語コミュニケーション初級５ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国語コミュニケーション初級６ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

中国語コミュニケーション初級７ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国語コミュニケーション初級８ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

中国語表現法Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

中国語表現法Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

中国語表現法Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

中国語表現法Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

現代中国時事文Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

現代中国時事文Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

現代中国時事文Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

現代中国時事文Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

英語圏文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英語圏文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｄ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学分析演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学分析演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本・中国言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
日本語学
日本文学

中国語学
中国文学

日本・中国
言語文化
学総合

比 較 文 学

必修 選択必修 A群 B群
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⎬
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プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

発
展
演
習
・
実
習

日本語学演習Ｃ１ 1

8

2 ～ 4 年 ◎ ○

日本語学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

日本古典文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本古典文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近代文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近代文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近代文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

日本近代文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

日本現代文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本現代文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本現代文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

日本現代文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

中国語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

中国語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

中国語学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

中国語学テーマ別演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

中国語学テーマ別演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

中国文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国文学テーマ別演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国文学テーマ別演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

英語圏文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英語圏文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英語圏文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英語圏文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｄ２ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学分析演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学分析演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

プログラム指定の専門科目　小計 34

選択科目　※ 2 20

合計 88

履修モデルについて
●:必修科目
◎:履修を強く推奨する科目
○:履修を推奨する科目

注:　日本・中国文学間の比較文学履修モデルは ,同履修モデルのA 群から34 単位以上修得すること。
日本・中国文学と英米・ドイツ・フランス文学間のプログラム横断型比較文学履修モデルでは ,同履修モデルのA 群から20 単位以上 ,B 群から
14 単位以上（そのうち演習科目を 4 単位以上）修得すること。

※ 1　学域 GS 科目として,本学域が提供する科目に加えて,国際基幹教育院が提供する「GS 科目発展系科目群」の科目(GS 科目の発展系として位
置づけられる科目を言う。）を履修することができる。
なお,当該科目群の提供科目については別に定めるものとし,履修登録期間前に公示する。

※ 2　選択科目には ,以下の単位が含まれる。
①学域 GS 科目のうち,8 単位を超えて修得した単位
②学域 GS言語科目のうち,2 単位を超えて修得した単位（上限 2 単位）
③人文学基盤科目のうち,14 単位を超えて修得した単位
④選択したプログラムの授業科目のうち,卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
⑤人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
⑥他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位）

日本・中国言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
日本語学
日本文学

中国語学
中国文学

日本・中国
言語文化
学総合

比 較 文 学

必修 選択必修 A群 B群

⎫
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｜
⎭
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プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

発
展
講
義

中国文学史Ｂ１ 1

10

2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

中国語文献読解基礎Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国語文献読解基礎Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

中国語文献読解基礎Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国語文献読解基礎Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

中国の文化と社会Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国の文化と社会Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国の文化と社会Ｅ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎

中国の文化と社会Ｅ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文学特殊講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学特殊講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学特殊講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学特殊講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英語圏文学特殊講義１ 1 2 ～ 4 年 ○

英語圏文学特殊講義２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学講義Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学講義Ｄ２ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学特殊講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学特殊講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学特殊講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学特殊講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

基
礎
演
習
・
実
習

日本語学演習Ａ１ 1

8

2 ～ 4 年 ◎ ○

日本語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

日本語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

日本語学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

日本古典文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本古典文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本古典文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

日本古典文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

日本近代文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近代文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本現代文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本現代文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国語コミュニケーション初級１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ○

中国語コミュニケーション初級２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国語コミュニケーション初級３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ○

中国語コミュニケーション初級４ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国語コミュニケーション初級５ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国語コミュニケーション初級６ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

中国語コミュニケーション初級７ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国語コミュニケーション初級８ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

中国語表現法Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

中国語表現法Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

中国語表現法Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

中国語表現法Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

現代中国時事文Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

現代中国時事文Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

現代中国時事文Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

現代中国時事文Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

英語圏文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英語圏文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｄ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学分析演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学分析演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本・中国言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
日本語学
日本文学

中国語学
中国文学

日本・中国
言語文化
学総合

比 較 文 学

必修 選択必修 A群 B群

｜
⎬
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
⎭
⎫
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
⎬
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
⎭

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

発
展
演
習
・
実
習

日本語学演習Ｃ１ 1

8

2 ～ 4 年 ◎ ○

日本語学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

日本古典文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本古典文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近代文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近代文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近代文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

日本近代文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

日本現代文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本現代文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本現代文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

日本現代文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

中国語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

中国語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

中国語学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

中国語学テーマ別演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

中国語学テーマ別演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

中国文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国文学テーマ別演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国文学テーマ別演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

英語圏文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英語圏文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英語圏文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英語圏文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｄ２ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学分析演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学分析演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

プログラム指定の専門科目　小計 34

選択科目　※ 2 20

合計 88

履修モデルについて
●:必修科目
◎:履修を強く推奨する科目
○:履修を推奨する科目

注:　日本・中国文学間の比較文学履修モデルは ,同履修モデルのA 群から34 単位以上修得すること。
日本・中国文学と英米・ドイツ・フランス文学間のプログラム横断型比較文学履修モデルでは ,同履修モデルのA 群から20 単位以上 ,B 群から
14 単位以上（そのうち演習科目を 4 単位以上）修得すること。

※ 1　学域 GS 科目として,本学域が提供する科目に加えて,国際基幹教育院が提供する「GS 科目発展系科目群」の科目(GS 科目の発展系として位
置づけられる科目を言う。）を履修することができる。
なお,当該科目群の提供科目については別に定めるものとし,履修登録期間前に公示する。

※ 2　選択科目には ,以下の単位が含まれる。
①学域 GS 科目のうち,8 単位を超えて修得した単位
②学域 GS言語科目のうち,2 単位を超えて修得した単位（上限 2 単位）
③人文学基盤科目のうち,14 単位を超えて修得した単位
④選択したプログラムの授業科目のうち,卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
⑤人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
⑥他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位）

日本・中国言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
日本語学
日本文学

中国語学
中国文学

日本・中国
言語文化
学総合

比 較 文 学

必修 選択必修 A群 B群

⎫
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
⎬
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
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「日本・中国言語文化学総合モデル」 

〈教育方針〉 

このモデルでは，日本と中国の双方の言語文化について深く理解するとともに，その相互関係に着目して東ア

ジアにおける言語，文学，文化のあり方をより広い視野から学ぶことを目的とする。古代以来，日本は中華文明の

大きな影響を受けるとともに，とくに近代以降は文化面で双方向的に交流してきた。文学について学ぼうとすれ

ば，相互に無視することができない深い関係がある。他方，日本語と中国語は言語のタイプが異なり，歴史的な系

統関係も認められないが，文化面と同様，海を挟んで地理的に隣り合うことから深く関わってきた。このモデルで

はこうした点を重視して学習を進める。日本と中国のどちらにより力点を置くかは，それぞれの関心に応じて決

めていく。 

 

〈科目内容および科目選択について〉 

各科目群の位置付け・履修のうち，［日本語学日本文学モデル］［中国語学中国文学モデル］と共通する部分は上

記を参照する。なお，教職についてもこれらに注意点が記されているので，よく読むこと。 

このモデル特有の留意点としては，まず双方の基本的な科目を優先して履修することが望ましい。その上で，各

自の関心に応じて履修していく。具体的に言えば，言語面を重視して学習するのか，それとも文学あるいは文化面

を重視するのかによって科目選択の仕方は異なってくる。また，日本側と中国側のいずれかにより力点を置く，あ

るいは両方を同じように学ぶといった違いによっても科目選択は異なる。カリキュラム表中の◎○は目安としつ

つ，各自の関心に応じて科目選択を行う。とくにこのモデルでは，随時，教員と相談しつつ，学習を進めることが

望まれる。 
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学域ＧＳ科目　※ 1 - 8

学類共通　
参照

● ● ● ● ● ●

学域ＧＳ言語科目 - 2 ● ● ● ● ● ●

人文学基盤科目 - 14 ● ● ● ● ● ●

卒論関係 - 10 ● ● ● ● ● ●

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
講
義

英語学概説Ａ１ 1

8

2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ◎

英語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ◎

英語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語学総論１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学総論２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英文法講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英文法講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英文法講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英文法講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

ドイツ語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ◎

ドイツ語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ◎

ドイツ語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

ドイツ語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

ドイツ語学講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ語学講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ語学講義Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ◎

フランス語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ◎

フランス語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ◎

英米文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ◎

英米文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

北米文化論１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

北米文化論２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

ドイツ文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

ドイツ文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ◎

ドイツ文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ◎

ドイツ文学講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ｄ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ◎

フランス文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ◎

言語学概論Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

言語学概論Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

言語学概論Ｃ 1 2 ～ 4 年 ○

言語学概論Ｄ 1 2 ～ 4 年 ○

日本の近代文学１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本の近代文学２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本の現代文学１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本の現代文学２ 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学概説１ 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学概説２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学概説１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学概説２ 1 2 ～ 4 年 ○

発
展
講
義

英語学講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語学講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語学講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英米文学特殊講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英米文学特殊講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英米文学特殊講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英米文学特殊講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語圏文学特殊講義１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語圏文学特殊講義２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英米言語文化概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米言語文化概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米言語文化概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米言語文化概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

欧米言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
英語学
英米文学

ドイツ言語
文化学

フランス言語
文化学

対照
言語学

比較文学

必修 選択必修 A群 B群

⎫
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
⎬
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
⎭
⎫
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
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プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

発
展
講
義

ドイツ語学講義Ａ２ 1

6

2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ語学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ語学講義Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ｄ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス文学特殊講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス文学特殊講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス文学特殊講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス文学特殊講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

日本近代文学史講義 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学史講義 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代文学研究法 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学研究法 1 2 ～ 4 年 ○

日本文芸思潮講義 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代比較文学講義 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代比較文学講義 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学研究１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学研究２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国語文献読解基礎Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国語文献読解基礎Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国語文献読解基礎Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国語文献読解基礎Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

基
礎
演
習
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目

英文法研究Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英文法研究Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英文法研究Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英文法研究Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学理論研究 １ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学理論研究 ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語認知論Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語認知論Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語認知論Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語認知論Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学基礎演習１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学基礎演習２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

ドイツ語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ語学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

英語圏文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語圏文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

ドイツ文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ｄ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス文学分析演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス文学分析演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス語作文表現法（基礎）１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

フランス語作文表現法（基礎）２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語表現法Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語表現法Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

欧米言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
英語学
英米文学

ドイツ言語
文化学

フランス言語
文化学

対照
言語学

比較文学

必修 選択必修 A群 B群

｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
⎬
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
⎭
⎫
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
演
習
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目

英語表現法Ｂ１ 1

1 6

2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語表現法Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語プレゼンテーション１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

英語プレゼンテーション２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

英語コミュニケーション１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

英語コミュニケーション２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語読解基礎１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語読解基礎２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級４ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級５ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級６ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション中級１ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語コミュニケーション中級２ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語コミュニケーション中級３ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語コミュニケーション中級４ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語コミュニケーション中級５ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語コミュニケーション中級６ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション初級１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級４ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級５ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級６ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級７ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級８ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション中級１ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級２ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級３ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級４ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級５ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級６ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級７ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級８ 1 3 ～ 4 年 ◎

日本近代文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

スペイン文化演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ○

スペイン文化演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ○

スペイン文化演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ○

スペイン文化演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ○

発
展
演
習

英語学理論演習Ａ１ 1

6

2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学理論演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学理論演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学理論演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語圏文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語圏文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語圏文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

英語圏文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

英米文化研究Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化研究Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化研究Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化研究Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語圏広域文化研究１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語圏広域文化研究２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化動態論１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化動態論２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化基礎論１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化基礎論２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米言語文化演習１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英米言語文化演習２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

ドイツ語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

欧米言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
英語学
英米文学

ドイツ言語
文化学

フランス言語
文化学

対照
言語学

比較文学

必修 選択必修 A群 B群

⎭
―
―
―
―
―
―
―
―

⎬
―
―
―

―
⎬
―
―
―
―
―
―

⎫
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プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

発
展
講
義

ドイツ語学講義Ａ２ 1

6

2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ語学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ語学講義Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ｄ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス文学特殊講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス文学特殊講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス文学特殊講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス文学特殊講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

日本近代文学史講義 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学史講義 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代文学研究法 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学研究法 1 2 ～ 4 年 ○

日本文芸思潮講義 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代比較文学講義 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代比較文学講義 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学研究１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学研究２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国語文献読解基礎Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国語文献読解基礎Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国語文献読解基礎Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国語文献読解基礎Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

基
礎
演
習
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目

英文法研究Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英文法研究Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英文法研究Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英文法研究Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学理論研究 １ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学理論研究 ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語認知論Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語認知論Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語認知論Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語認知論Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学基礎演習１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学基礎演習２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

ドイツ語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ語学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

英語圏文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語圏文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

ドイツ文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ｄ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス文学分析演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス文学分析演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス語作文表現法（基礎）１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

フランス語作文表現法（基礎）２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語表現法Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語表現法Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

欧米言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
英語学
英米文学

ドイツ言語
文化学

フランス言語
文化学

対照
言語学

比較文学

必修 選択必修 A群 B群
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英語表現法Ｂ１ 1

1 6

2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語表現法Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語プレゼンテーション１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

英語プレゼンテーション２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

英語コミュニケーション１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

英語コミュニケーション２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語読解基礎１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語読解基礎２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級４ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級５ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級６ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション中級１ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語コミュニケーション中級２ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語コミュニケーション中級３ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語コミュニケーション中級４ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語コミュニケーション中級５ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語コミュニケーション中級６ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション初級１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級４ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級５ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級６ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級７ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級８ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション中級１ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級２ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級３ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級４ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級５ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級６ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級７ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級８ 1 3 ～ 4 年 ◎

日本近代文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

スペイン文化演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ○

スペイン文化演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ○

スペイン文化演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ○

スペイン文化演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ○

発
展
演
習

英語学理論演習Ａ１ 1

6

2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学理論演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学理論演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学理論演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語圏文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語圏文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語圏文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

英語圏文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

英米文化研究Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化研究Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化研究Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化研究Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語圏広域文化研究１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語圏広域文化研究２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化動態論１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化動態論２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化基礎論１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化基礎論２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米言語文化演習１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英米言語文化演習２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

ドイツ語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

欧米言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
英語学
英米文学

ドイツ言語
文化学

フランス言語
文化学

対照
言語学

比較文学

必修 選択必修 A群 B群
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［欧米言語文化学プログラム］ 

〈教育方針〉 

ことばはそれぞれの地域で，普段の生活の中で使われながら長い歴史を残し，また，人が文化を創りあげるのに

重要な働きをしてきた。欧米言語文化学プログラムでは，とりわけヨーロッパの歴史と文化を刻んできた，英語・

ドイツ語・フランス語を集中的に学習する。ここでは実用重視の語学力だけではなく，これらのことばそのものの

あり方を研究する。英語を母語とする子どもは英語をどのように身につけていくのか，ドイツ語を第 2 言語とし

て修得するためのもっとも効果的な方法はなにか，フランス語によるものごとの捉え方にはどのような特徴がみ

られるのかなど，さまざまな言語現象について，つねに最新の研究成果を取り入れながらともに考えていきたい。

また，日本語を含む複数言語を比較検討する対照言語学も，欧米言語文化学プログラムで学習可能である。 

ことばの学習は，ことばの使われ方の学習なしではありえない。そこで，これらのことばを礎にした欧米の文

学・文化・社会（思想，芸術，日常生活，国際交流など）への幅広い関心と知識を養うことも，欧米言語文化学プ

ログラムの目標である。ひとつの言語文化と深く取り組むこともできるし，複数の言語文化を包括的に研究する

こともできる。日本文学や中国文学を含め，複数の文学作品を横断する影響関係の実証や，美術・音楽・映画・漫

画など，他の表現ジャンルとの関係などを研究対象とする比較文学もまた，欧米言語文化学プログラムの守備範

囲である。 

 

〈科目内容および科目選択について〉 

共通教育科目の初習言語科目については，ドイツ語またはフランス語の「基礎」「実践基礎」を履修しておくこ

とが望ましい。ただし本プログラムの「比較文学」履修モデルにおいて，欧米文学と中国文学の比較を行いたい場

合は，中国語の「基礎」「実践基礎」を履修しておくことが望ましい。1 年次でドイツ語またはフランス語の「基

礎」「実践基礎」を履修していなくて本プログラムを希望する場合は，本プログラムの専任教員に事前に相談する

必要がある。 

 

本プログラムが提示する標準的履修モデルは 5 つある。いずれの履修モデルを選択する場合も，基礎講義 8 単

位，発展講義 6 単位，基礎演習・コミュニケーション科目 16 単位，発展演習 6 単位を修得しなければいけない。

その際，履修モデルごとに強く履修を推奨されている科目（◎）と履修を推奨されている科目（○）が異なるので，

よく注意して科目を選択すること。履修を推奨されていない科目の単位を修得することも可能ではあるが，履修

モデルは系統的な学習を促すものであり，在学時の学習の集大成として執筆される卒業論文の作成に支障をきた

すことがないように設計されている。履修モデルごとに強く履修を推奨されている科目（◎）と履修を推奨されて

いる科目（○）が設定されていることの意味は忘れないでほしい。 

 

〈履修モデル〉 

「英語学英米文学」 

本履修モデルでは，おもに英語学と英米文学に関する講義科目と演習科目を履修する。これらの科目では，より

高いレベルの英語力を培いながら，専門的にどのような研究がどのように行われているのか，研究の実際を味わ

うことになる。資料や文献の収集法，論点の整理法，視点のとり方，議論の進め方などは，英語を通してたどるだ

けにかえって深く定着するだろう。英語で書かれた面白い作品をたくさん楽しみ，様々な英語表現に数多く触れ

ながら，英語の精髄をつかんでいってもらいたい。 
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ドイツ語学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ語学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ｄ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス文学分析演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス文学分析演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

日本近代文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学テーマ別演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学テーマ別演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

プログラム指定の専門科目　小計 36

選択科目　※ 2 18

合計 88

履修モデルについて
●:必修科目
◎:履修を強く推奨する科目
○:履修を推奨する科目

英米・ドイツ・フランス文学間の比較文学履修モデルでは ,発展講義を除き,同履修モデルのA 群において強く履修を推奨されている科目（◎）を30 単
位以上修得すること。

英米・ドイツ・フランス文学と日本・中国文学間のプログラム横断型比較文学履修モデルでは ,同履修モデルのA 群において強く履修を推奨されている
科目（◎）を18 単位以上 ,B 群において履修を推奨されている科目（○）を12単位以上（そのうち演習科目を 4 単位以上）修得すること。

※ 1　学域 GS 科目として,本学域が提供する科目に加えて,国際基幹教育院が提供する「GS 科目発展系科目群」の科目(GS 科目の発展系として位置づ
けられる科目を言う。）を履修することができる。

　　なお,当該科目群の提供科目については別に定めるものとし,履修登録期間前に公示する。

※ 2　選択科目には ,以下の単位が含まれる。
①学域 GS 科目のうち,8 単位を超えて修得した単位
②学域 GS言語科目のうち,2 単位を超えて修得した単位（上限 2 単位）
③人文学基盤科目のうち,14 単位を超えて修得した単位
④選択したプログラムの授業科目のうち,卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
⑤人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
⑥他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位）

欧米言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
英語学
英米文学

ドイツ言語
文化学

フランス言語
文化学

対照
言語学

比較文学

必修 選択必修 A群 B群

⎭
―
―
―
―
―
―



- 50 - - 51 -

学域ＧＳ科目　※ 1 - 8

学類共通　
参照

● ●

学域ＧＳ言語科目 - 2 ● ●

人文学基盤科目 - 14 ● ●

卒論関係 - 10 ● ●

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
講
義

言語学概論Ａ 1 1

12

2 ～ 4 年 ● ●

言語学概論Ｂ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

言語学概論Ｃ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

言語学概論Ｄ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

音声学１ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

音声学２ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

音声学３ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

音声学４ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

言語と認知Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

言語と認知Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

日本語学概説１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本語学概説２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年

中国語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年

中国語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

中国語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

英語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英語学総論１ 1 2 ～ 4 年

英語学総論２ 1 2 ～ 4 年

英文法講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年

英文法講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年

英文法講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

英文法講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ｃ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

心理学概論Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学概論Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学統計法１Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学統計法１Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学統計法２Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学統計法２Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

発
展
講
義

歴史言語学１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

歴史言語学２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

社会言語学１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

社会言語学２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語と認知Ｂ１ 1 3 ～ 4 年 ○ ◎

言語と認知Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ○ ◎

言語科学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 言語学 言語認知科学
必修 選択必修
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プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

発
展
講
義

日本語の歴史１ 1

6

2 ～ 4 年

日本語の歴史２ 1 2 ～ 4 年

日本語学講義２ 1 2 ～ 4 年

中国語学研究１ 1 2 ～ 4 年

中国語学研究２ 1 2 ～ 4 年

英語学講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年

英語学講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年

英語学講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

英語学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ｃ２ 1 2 ～ 4 年

神経・生理心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

神経・生理心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

基
礎
演
習
・
実
習

言語学基礎演習Ａ１ 1

8

2 ～ 4 年 ○ ○

言語学基礎演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学基礎演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学基礎演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学基礎演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学基礎演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フィールド言語学１ 1 1 3 ～ 4 年 ● ●

フィールド言語学２ 1 1 3 ～ 4 年 ● ●

日本語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年

日本語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年

日本語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

日本語学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

英文法研究Ａ１ 1 2 ～ 4 年

英文法研究Ａ２ 1 2 ～ 4 年

英文法研究Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

英文法研究Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

英語学理論研究１ 1 2 ～ 4 年

英語学理論研究２ 1 2 ～ 4 年

英語認知論Ａ１ 1 2 ～ 4 年

英語認知論Ａ２ 1 2 ～ 4 年

英語認知論Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

英語認知論Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

英語学基礎演習１ 1 2 ～ 4 年

英語学基礎演習２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年

心理学実験１Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学実験１Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

発
展
演
習
・
実
習

個別言語演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ａ３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ａ４ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｂ３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｂ４ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｃ３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｃ４ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

言語科学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 言語学 言語認知科学
必修 選択必修
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- 50 - - 51 -

学域ＧＳ科目　※ 1 - 8

学類共通　
参照

● ●

学域ＧＳ言語科目 - 2 ● ●

人文学基盤科目 - 14 ● ●

卒論関係 - 10 ● ●

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
講
義

言語学概論Ａ 1 1

12

2 ～ 4 年 ● ●

言語学概論Ｂ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

言語学概論Ｃ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

言語学概論Ｄ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

音声学１ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

音声学２ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

音声学３ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

音声学４ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

言語と認知Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

言語と認知Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

日本語学概説１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本語学概説２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年

中国語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年

中国語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

中国語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

英語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英語学総論１ 1 2 ～ 4 年

英語学総論２ 1 2 ～ 4 年

英文法講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年

英文法講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年

英文法講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

英文法講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ｃ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

心理学概論Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学概論Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学統計法１Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学統計法１Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学統計法２Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学統計法２Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

発
展
講
義

歴史言語学１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

歴史言語学２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

社会言語学１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

社会言語学２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語と認知Ｂ１ 1 3 ～ 4 年 ○ ◎

言語と認知Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ○ ◎

言語科学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 言語学 言語認知科学
必修 選択必修
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プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

発
展
講
義

日本語の歴史１ 1

6

2 ～ 4 年

日本語の歴史２ 1 2 ～ 4 年

日本語学講義２ 1 2 ～ 4 年

中国語学研究１ 1 2 ～ 4 年

中国語学研究２ 1 2 ～ 4 年

英語学講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年

英語学講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年

英語学講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

英語学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ｃ２ 1 2 ～ 4 年

神経・生理心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

神経・生理心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

基
礎
演
習
・
実
習

言語学基礎演習Ａ１ 1

8

2 ～ 4 年 ○ ○

言語学基礎演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学基礎演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学基礎演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学基礎演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学基礎演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フィールド言語学１ 1 1 3 ～ 4 年 ● ●

フィールド言語学２ 1 1 3 ～ 4 年 ● ●

日本語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年

日本語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年

日本語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

日本語学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

英文法研究Ａ１ 1 2 ～ 4 年

英文法研究Ａ２ 1 2 ～ 4 年

英文法研究Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

英文法研究Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

英語学理論研究１ 1 2 ～ 4 年

英語学理論研究２ 1 2 ～ 4 年

英語認知論Ａ１ 1 2 ～ 4 年

英語認知論Ａ２ 1 2 ～ 4 年

英語認知論Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

英語認知論Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

英語学基礎演習１ 1 2 ～ 4 年

英語学基礎演習２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年

心理学実験１Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学実験１Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

発
展
演
習
・
実
習

個別言語演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ａ３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ａ４ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｂ３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｂ４ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｃ３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｃ４ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

言語科学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 言語学 言語認知科学
必修 選択必修
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［言語科学プログラム］ 

〈教育方針〉 

 人間を人間たらしめている一つの大きな要素がコトバである。言語学はこのコトバを自覚的にとらえ，コトバ

の仕組み・機能を明らかにしていこうとする。個々の言語が示す多様な姿を明らかにする一方で，個別の言語を超

えたいわばコトバそのもののあり方（普遍性）を追究する。本プログラムではコトバについての科学的な見方と研

究方法を学ぶと共に，タイプの異なる言語の学習や実験および実地調査を通じ，具体的な言語データを正確・綿密

に収集し記述を行った上で言語現象を実証的に考える姿勢を身につけていくことを一つの目標とする。 

 また，言語を対象とした研究では，「ヒトはどのように言語を使っているのか？」という問いを立てることがで

きる。この問いを解くには多くの課題を解決する必要がある。たとえば，我々の脳・こころの中には言語のどのよ

うな知識があるのだろうか。その知識は我々が生まれてから現在までにいつ，どのようにして脳・こころの中に形

成されてきたのだろうか。また，その知識は，我々がコトバを読むときや話すときにはどのように使われるのだろ

うか。その知識は脳内にどのような神経基盤を持ち，それは生物の進化の中でどうやって獲得されたものなのだ

ろうか。本プログラムではもう一つの目標として，このような問いに対して実証可能な問題を設定し，認知科学や

心理学で培われてきた方法論を利用して，問題解決に向かう姿勢を養うことを目指している。 

 

〈科目内容および科目選択について〉 

講義の理解や演習に際して諸言語の具体的知識が有用であるため，1 年次には選択した言語科目を着実に履修し

ておいてもらいたい。また，このプログラムでは英語で書かれたテキストを利用することが多いので，英語の学習

は継続的に行ってほしい。 

 

「言語学概論 A～D」（言語学の諸領域の考え方を学ぶ）と「音声学 1～4」（世界の言語に現れる音声の発音と聞き

取り，音声記号による表記法などを学ぶ）は本プログラムの最も基礎的な科目なので 2 年次に必ず履修すること

（必修）。 

「歴史言語学 1・2」では時間の流れに沿った言語変化のあり方や，言語の古い姿を復元する方法などを学ぶ。 

「社会言語学 1・2」では言語の変異とその社会的な要因との関係について学ぶ。 

「言語と認知 A・B」（それぞれ 1・2）では認知科学から見た言語の捉え方を学ぶ。 

「言語学基礎演習 A・B・C」（それぞれ 1・2）では，特定の言語で音声のどのような特徴が意味の区別に関わる単

位として機能しているかといった事柄を扱う音韻論，語形変化や語構成などのいわゆる単語レベルの問題を扱う

形態論，言語の意味の側面を扱う意味論，文の構造を扱う統語論などの言語学の諸分野の研究方法を実践的に学

ぶ。これらの科目はいずれも開講年度に着実に履修することが望まれる。英語などの外国語で書かれたテキスト

を使うことも多い。 

「言語学発展演習 A・B・C」（それぞれ 1・2）は，「言語学基礎演習」で取り上げる分野の発展的内容を扱う演習

科目である。 

「個別言語演習 A・B・C」（それぞれ 1～4）は，具体的な言語学習を通じ，個々の言語が示す多様性を理解しても

らうための科目である。 

「フィールド言語学 1・2」（必修）では生身の話し手から言語的データを得るための調査方法や分析方法を学び，

「言語学実習 A1・A2」（必修）では実際にフィールドワークに出かけて現地調査を行う。 

「言語学実習 B1・B2」（必修）では心理言語学や神経言語学の手法や音響音声学の分析方法などを学ぶ。 
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プ
ロ
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目

発
展
演
習
・
実
習

言語学発展演習Ａ１ 1

10

2 ～ 4 年 ○ ○

言語学発展演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学発展演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学発展演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学発展演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学発展演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学実習Ａ１ 1 1 3 ～ 4 年 ● ●

言語学実習Ａ２ 1 1 3 ～ 4 年 ● ●

言語学実習Ｂ１ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

言語学実習Ｂ２ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

日本語学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年

日本語学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年

中国語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年

中国語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年

中国語学テーマ別演習Ａ 1 2 ～ 4 年

中国語学テーマ別演習Ｂ 1 2 ～ 4 年

英語学理論演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年

英語学理論演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年

英語学理論演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

英語学理論演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年

プログラム指定の専門科目　小計 36

選択科目　※ 2 18

合計 88

履修モデルについて
●:必修科目
◎:履修を強く推奨する科目
○:履修を推奨する科目

※ 1　学域 GS 科目として,本学域が提供する科目に加えて,国際基幹教育院が提供する「GS 科目発展系科目群」の科目(GS 科目の
発展系として位置づけられる科目を言う。）を履修することができる。
なお,当該科目群の提供科目については別に定めるものとし,履修登録期間前に公示する。

※ 2　選択科目には ,以下の単位が含まれる。
①学域 GS 科目のうち,8 単位を超えて修得した単位
②学域 GS言語科目のうち,2 単位を超えて修得した単位（上限 2 単位）
③人文学基盤科目のうち,14 単位を超えて修得した単位
④選択したプログラムの授業科目のうち,卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
⑤人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
⑥他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位）

言語科学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 言語学 言語認知科学
必修 選択必修

｜
｜
｜
｜
｜
⎬
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
⎭




